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日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定

等に関する法律等の施行について（通知） 

 

先の第 211 回通常国会において、日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機

関の認定等に関する法律（令和５年法律第 41 号。以下「法」という。）（別添１）が成立し、令和

５年６月２日に公布され、一部を除き、令和６年４月１日に施行されることとなりました。 

また、法に基づき、日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に

関する法律施行令（令和５年政令第 327 号。以下「令」という。）（別添２）が令和５年 11月 10 日

に公布され、一部を除き、令和６年４月１日に施行されることとなりました。 

これらを受け、日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関す

る法律施行規則（令和５年文部科学省令第 39 号。以下「規則」という。）（別添３）、認定日本語

教育機関認定基準（令和５年文部科学省令第 40号。以下「認定基準」という。）（別添４）及び認

定日本語教育機関に関し必要な事項を定める件（令和５年文部科学省告示第 163号。以下「告示」

という。）（別添５）が令和５年 12 月 28 日に公布され、令和６年４月１日に施行されることとな

りました。 

近年、我が国に居住する外国人は増加傾向にあり、日本語教育を受けることを希望する外国人

に対し、その希望や能力等に応じた日本語教育を受ける機会が最大限に確保されるよう、関係省

殿 



庁の関連施策との有機的な連携を図りつつ、日本語教育の水準の維持向上を図ることが重要です。

一方、これまで、日本語教育機関における日本語教育の質を示す共通の指標が存在せず、日本語

教育を受けることを希望する外国人が必要かつ正確な情報を十分に得られていない状況にありま

した。また、我が国において日本語教育に関する専門的な知識及び技能を必要とする業務に従事

する者の質的かつ量的確保が十分ではない状況です。法の制定の趣旨は、このような観点から、

日本語教育の適正かつ確実な実施を図り、我が国に居住する外国人が日常生活及び社会生活を国

民と共に円滑に営むことができる環境の整備に寄与するため、日本語教育機関のうち一定の要件

を満たすものを認定する制度を創設するとともに、認定日本語教育機関において日本語教育を行

う者の資格について定めることにあります。 

法、令、規則、認定基準及び告示の概要及び留意事項は下記のとおりですので、十分に御了知

の上、その運用に当たって遺漏のないようにお取り計らい下さい。 

また、各都道府県教育委員会におかれては所管の学校（専修学校・各種学校を含む。以下同じ。）

及び域内の市町村教育委員会に対して、各指定都市教育委員会におかれては所管の学校に対して、

各都道府県知事及び構造改革特別区域法第 12 条第１項の認定を受けた各地方公共団体の長にお

かれては所管の学校及び学校法人に対して、各国立大学長におかれては附属学校に対して、出入

国在留管理庁長官におかれては出入国管理及び難民認定法第七条第一項第二号の基準を定める省

令（平成２年法務省令第 16 号）本則の表法別表第一の四の表の留学の項の下欄に掲げる活動の項

の下欄第六号に規定する法務大臣が文部科学大臣の意見を聴いて告示をもって定める日本語教育

機関に対して周知を図るようお願いします。 

なお、法附則第６条の規定により、法の施行と同時に、法の所管が文化庁から文部科学省総合

教育政策局に移管されることとなります。 

 

 

記 

 

第１ 法の概要及び留意事項 

１ 概要 

（１）総則（第１条関係） 

この法律は、日本語に通じない外国人が我が国において生活するために必要な日本語を

理解し、使用する能力を習得させるための教育（以下「日本語教育」という。）を行うこと

を目的とした課程（以下「日本語教育課程」という。）を置く教育機関（以下「日本語教育

機関」という。）のうち一定の要件を満たすものを認定する制度を創設し、かつ、当該認定

を受けた日本語教育機関において日本語教育を行う者の資格について定めることにより、

日本語教育の適正かつ確実な実施を図り、もって我が国に居住する外国人が日常生活及び

社会生活を国民と共に円滑に営むことができる環境の整備に寄与することを目的とするこ

と。 

 

（２）日本語教育機関の認定（第２条～第 16 条関係） 

日本語教育機関の設置者は、当該日本語教育機関について、申請により、日本語教育を

適正かつ確実に実施することができる日本語教育機関である旨の文部科学大臣の認定（以

下「認定」という。）を受けることができるものとし、当該認定の要件、欠格事由等を定め

るとともに、認定を受けた日本語教育機関（以下「認定日本語教育機関」という。）に係る



情報の公表、名称の使用制限、文部科学大臣が定める表示、変更の届出、認定日本語教育

機関において日本語教育課程を担当する教員は登録日本語教員（３（１）の登録日本語教

員をいう。）でなければならないこと、日本語教育の実施状況に関する評価、定期報告、帳

簿の備付け、報告徴収、勧告及び命令、廃止の届出、認定の取消し、審議会等の意見の聴

取並びに関係行政機関の長との協力等について所要の規定を設けること。 

 

（３）認定日本語教育機関の教員の資格 

① 登録日本語教員（第 17 条～第 21 条関係） 

日本語教員試験（日本語教育を行うために必要な知識及び技能を有するかどうかを判

定するために行う試験をいう。以下同じ。）に合格し、かつ、実践研修（認定日本語教育

機関において日本語教育を行うために必要な実践的な技術を習得するための研修をいう。

以下同じ。）を修了した者は、文部科学大臣の登録を受けることができるものとし、登録

を受けた者（以下「登録日本語教員」という。）の登録証、登録事項の変更の届出、登録

等の手数料及び登録の取消し等について所要の規定を設けること。 

 

② 日本語教員試験（第 22 条～第 26 条関係） 

日本語教員試験について、基礎試験及び応用試験を行うこと、文部科学大臣の登録を

受けた者（以下「登録日本語教員養成機関」という。）が実施する日本語教育を行うため

に必要な基礎的な知識及び技能を習得されるための課程（以下「養成課程」という。）を

修了した者等に対する試験の免除、受験の停止並びに手数料等について所要の規定を設

けること。 

 

③ 実践研修（第 27 条関係） 

実践研修について、その内容及び手数料等について所要の規定を設けること。 

 

④ 指定試験機関（第 28条～第 44条関係） 

文部科学大臣は、その指定する者（以下「指定試験機関」という。）に、日本語教員試

験の実施に関する事務（以下「試験事務」という。）を行わせることができることとし、

指定の手続及び要件、変更の届出、役員の選任及び解任、試験委員、秘密保持義務、試

験事務規程、事業計画書の認可、帳簿の備付け、報告徴収及び立入検査、監督命令、試

験事務の休廃止、指定の取消し、文部科学大臣による試験事務の実施、指定等の条件、

指定試験機関がした処分等に係る審査請求並びに手数料等について所要の規定を設ける

こと。 

 

⑤ 登録実践研修機関（第 45条～第 60条関係） 

文部科学大臣は、その登録を受けた者（以下「登録実践研修機関」という。）に、実践

研修の実施に関する事務（以下「研修事務」という。）を行わせることができることとし、

登録の手続及び要件、変更の届出、役員の選任及び解任、研修事務規程、研修事務の実

施に係る義務、定期報告、財務諸表等の作成、帳簿の備付け、報告徴収及び立入検査、

適合命令、改善命令、研修事務の休廃止、登録の取消し、文部科学大臣による研修事務

の実施並びに手数料等について所要の規定を設けること。 

 



⑥ 登録日本語教員養成機関（第 61 条～第 66 条関係） 

登録日本語教員養成機関の登録の手続及び要件、養成業務規程、養成業務の休廃止、

登録実践研修機関に係る規定の準用並びに登録の取消し等について所要の規定を設ける

こと。 

 

（４）罰則（第 67条～第 74条関係） 

罰則について所要の規定を設けること。 

 

（５）附則（附則第１条～第６条関係） 

施行期日、経過措置、政令への委任、施行後５年を目途とした検討、文部科学省設置法

（平成 11年法律第 96 号）の一部改正について所要の規定を設けること。 

 

２ 留意事項 

（１）認定の対象等について（第２条第１項関係） 

法第２条第１項の認定は、認定基準等を満たし、日本語教育を適正かつ確実に実施でき

る日本語教育機関である旨を明らかにし、日本語教育を受けることを希望する者等の選択

に資することを目的としていること。このため、認定を受けなければ日本語教育機関を運

営できないものではなく、あくまで希望する日本語教育機関の設置者から申請を受け、認

定を行うものであること。 

ただし、我が国の教育機関において日本語教育を受けることを目的として留学の在留資

格をもって在留する留学生を受け入れる日本語教育機関については、出入国管理及び難民

認定法第七条第一項第二号の基準を定める省令（平成２年法務省令第 16号。以下「上陸基

準省令」という。）が改正され、留学のための課程の認定を受けることが要件とされる予定

であるため、既存の法務省告示機関が引き続き当該機関で日本語教育を受ける目的で留学

の在留資格をもって在留する留学生を受け入れる場合には、令和 11 年３月 31 日までに留

学のための課程の認定を受ける必要があること。 

また、大学においても、科目等履修生・聴講生・研究生といった、正規課程の定員外の

扱いとなる非正規生であって、一定の日本語能力（日本語で授業を行う場合、日本語能力

試験 N2 レベル相当以上）を備えていない留学生を対象に専ら日本語教育を行なおうとす

る場合は、原則として留学のための課程の認定を受けた機関でなければ、入学しようとす

る外国人に「留学」の在留資格が認められないとする制度改正（上陸基準省令の改正等）

が予定されていること。 

したがって、別科や留学生センター、日本語教育センターに限らず、大学の正規課程で

開講される日本語教育科目により構成されるプログラムであっても、受講者の所属・身分・

日本語能力が前述の条件に当てはまる場合、当該受講者を「留学生」として受け入れるた

めには、令和 11 年３月 31 日までに留学のための課程の認定を受ける必要が生じること。 

なお、下記に該当する場合は、専ら日本語教育を行うものとはせず、各区分の留学生の

みを対象に行う日本語教育については、引き続き認定を要さずに実施することができる。 

・ 正規課程に正規生として在籍する留学生を対象に日本語教育を行う場合 

・ 国費外国人留学生制度に基づく国費外国人留学生を対象に日本語教育を行う場合 

・ 大学間交流協定等に基づく学生交換計画により受け入れる交換留学生を対象に日本

語教育を行う場合                            等 



 

 

（２）認定を受ける主体について（第２条第１項関係） 

日本語教育機関の認定は、日本語教育機関の設置者が、これを受けるものであること。

このため、認定日本語教育機関の設置者が当該認定日本語教育機関の事業を他の法人や個

人に引き継ぐ場合、新たな設置者である法人や個人が改めて認定を受けなければならない

こと。これは親会社や子会社、関連会社等への引継ぎであっても、他の法人や個人である

限りは同様であること。この場合において、新たな設置者が認定を受ける前に引継ぎが行

われた場合、当該引継ぎの対象となった日本語教育機関は、新たな設置者が認定を受ける

までの間、認定日本語教育機関とはみなされず、法第４条に定めるとおり認定日本語教育

機関という名称又はこれと紛らわしい名称は用いてはならないこと。 

 

（３）認定日本語教育機関が行う認定に係る日本語教育課程以外の業務について（第２条第１

項関係） 

認定日本語教育機関においては、関係法令を遵守した上で、認定の対象とならない日本

語教育課程を含め、認定に係る日本語教育課程の実施以外の業務を実施しても差し支えな

いこと。ただし、設置者が日本語教育機関以外の事業を行う場合には、その事業の経営と

区分して日本語教育機関を経営し、その収入及び支出を適切に管理することとしているこ

とが求められ、その際、日本語教育機関としての収益は日本語教育機関の経営に充てられ

ることが望ましいこと。 

 

（４）日本語教育課程の新設又は収容定員数の変更に係る変更の届出について（第６条第１項

関係） 

法第６条第１項の規定による変更の届出のうち、日本語教育課程の新設又は収容定員数

の増減に係るものについては、日本語教育の実施状況に大幅な変更があるものであるため、

施行規則第６条第２項に規定する書類を添付するとともに、届出の前にあらかじめ文部科

学省へ相談を行う必要があること。なお、日本語教育課程の目的（留学のための課程、就

労のための課程又は生活のための課程の別）を変更する場合、日本語能力に係る目標を変

更する場合又は修業期間を変更する場合等日本語教育課程の根幹に関わる変更がある場合

には、実質的に別の日本語教育課程を実施するものであり、既存の日本語教育課程の変更

ではなく、既存の日本語教育課程を廃止し、改めて日本語教育課程を新設する必要がある

こと。 

 

（５）日本語教員試験の免除者の登録について（第 17条第１項関係） 

登録日本語教員としての登録には日本語教員試験の合格が必要であり、経過措置等によ

り両試験が免除となる者についても、日本語教員試験に出願し、免除により合格した上で、

合格証書を受け、提出する必要があること。 

 

（６）登録実践研修機関の登録を受ける主体について（第 45 条第１項関係） 

登録実践研修機関の登録は、申請者が、これを受けるものであること。このため、登録

実践研修機関の登録を受けた者が、研修事務を他の法人や個人に譲渡等する場合、譲渡等

を受けた法人や個人が改めて登録を受けなければならないこと。この場合において、譲渡



等を受けた法人や個人は、登録を受けるまでの間、研修事務を実施してはならないこと。

また、譲渡等をした法人や個人は、譲渡等に伴い研修事務を廃止し、施行規則第 63条第２

項の規定により、研修事務に関する帳簿及び書類を文部科学大臣に引き継がなければなら

ないため、譲渡等を受けた法人や個人は、施行規則 64条の規定により、当該帳簿及び書類

を文部科学大臣から受領する必要があること。これは親会社や子会社、関連会社等への譲

渡等であっても、他の法人や個人である限りは同様であること。 

 

（７）登録日本語教員養成機関の登録を受ける主体について（第 61条関係） 

登録日本語教員養成機関の登録は、申請者が、これを受けるものであること。このため、

登録日本語教員養成機関の登録を受けた者が、養成業務を他の法人や個人に譲渡等する場

合、譲渡等を受けた法人や個人が改めて登録を受けなければならないこと。この場合にお

いて、譲渡等を受けた法人や個人は、登録を受けるまでの間、養成業務を実施してはなら

ないこと。これは親会社や子会社、関連会社等への譲渡等であっても、他の法人や個人で

ある限りは同様であること。 

 

（８）複数の登録日本語教員養成機関が共同して１つの養成業務を実施する場合について（第

61 条関係） 

複数の登録日本語教員養成機関が共同して１つの養成課程を実施することは可能である

が、共同で養成課程を実施する登録日本語教員養成機関間で、役割分担や費用負担、受講

者の履修ルール等について十分な調整を行い、協定等を締結することが必要であること。 

 

第２ 令の概要 

１ 審議会等で政令で定めるもの（第１条関係） 

法第 15 条第１項の審議会等で政令で定めるものは、中央教育審議会とすること。 

 

２ 登録日本語教員に係る登録等の手数料（第２条～第４条関係） 

法第 20 条、法第 25条及び法第 27条第２項の政令で定める手数料を定めること。 

 

３ 登録実践研修機関が行う実践研修に係る手数料の額の認可（第５条関係） 

法第 60 条の認可の申請の手続及び基準を定めること。 

 

４ 附則（附則第１項～第３項関係） 

施行期日、中央教育審議会からの意見聴取並びに文部科学省組織令（平成 12 年政令第 251

号）及び中央教育審議会令（平成 12 年政令第 280 号）の一部改正について所要の規定を設け

ること。 

 

第３ 規則の概要及び留意事項 

１ 概要 

（１）認定日本語教育機関の認定（第１条～第 13条関係） 

認定日本語教育機関の認定の申請、学則、国による認定の公表、認定日本語教育機関に

よる情報の公表、認定日本語教育機関の表示、変更の届出、点検及び評価、第三者評価、

定期報告、帳簿の記載事項、廃止の届出、法務大臣との協議及び関係行政機関の長との協



力等について所要の規定を設けること。 

 

（２）認定日本語教育機関の教員の資格 

 ① 登録日本語教員（第 14条～第 20条関係） 

登録日本語教員の登録の申請、実践研修を修了した者と同等以上の技術を有する者、

登録日本語教員登録簿の記載事項、登録証再交付の申請、変更の届出、日本語教員登録

簿の登録の訂正及び登録等の手数料の納付等について所要の規定を設けること。 

 

② 日本語教員試験（第 21 条～第 27 条関係） 

試験の免除、試験の期日等の公表、支援の実施方法、試験の科目、試験の受験手続、受

験手数料の納付及び合格証書の交付等について所要の規定を設けること。 

 

③ 実践研修（第 28 条～第 32条関係） 

実践研修の科目、実践研修の受講資格、実践研修の受講手続、受講手数料の納付及び

修了証書の交付等について所要の規定を設けること。 

 

④ 指定試験機関（第 33条～第 48条関係） 

受験停止等の処分の報告、指定の申請、指定の公示、変更の届出、役員の選任等の認

可の申請、試験委員の要件、試験委員の選任等の届出、試験事務規程の認可の申請、試

験事務規程の記載事項、事業計画等の認可の申請、事業報告書等の提出、試験事務に関

する帳簿の記載事項、試験結果の報告、試験事務の休廃止の許可の申請及び試験事務等

の引継ぎ等について所要の規定を設けること。 

 

⑤ 登録実践研修機関（第 49条～第 65条関係） 

登録実践研修機関の登録の申請、実践研修の時間数、実践研修の指導者の要件、登録

実践研修機関登録簿の記載事項、変更の届出、役員の選任等の届出、研修事務規程の認

可の申請、研修事務規程の記載事項、登録実践研修機関の報告、事業報告書の作成、電

磁的記録に記録された事項を表示する方法、研修事務に関する帳簿の記載事項、実践研

修結果の報告、研修事務の休廃止の許可の申請、研修事務等の引継ぎ及び実践研修の手

数料の細目等について所要の規定を設けること。 

 

⑥ 登録日本語教員養成機関（第 66 条～第 74 条関係） 

登録日本語教員養成機関の登録の申請、養成課程の科目及び時間数、養成課程の教授

者の要件、登録日本語教員養成機関登録簿の記載事項、養成業務規程の届出、養成業務

規程の記載事項、修了証書の交付、養成業務の休廃止の届出等について所要の規定を設

けること。 

 

⑦ 雑則（第 75 条関係） 

文部科学大臣が法第 15 条第１項の審議会等で政令で定めるものの意見を聴く場合に

ついて所要の規程を設けること。 

 

（３）附則（附則第１条～附則第５条関係） 



施行期日、認定日本語教育機関の教員に関する経過措置、試験に関する経過措置、実践

研修に関する経過措置及び試験委員等の要件に関する経過措置について所要の規定を設け

ること。 

 

２ 留意事項 

（１）学則における費用徴収及び返還に関する事項について（第２条関係） 

学則において、施行規則第２条第７号に規定する「授業料、入学料その他の費用徴収及

び返還に関する事項」を定める際は、必要に応じて別表等を用いながら、授業料等の金額

や、返還ルールの詳細（どのような場合に、どのような手続でいくら返還されるのか等）

が生徒に分かるように定める必要があること。 

 

（２）認定日本語教育機関による情報公表の項目について（第４条第１項関係） 

施行規則第４条第１項各号に規定する事項は最低限公表が必要な事項を定めたものであ

り、各機関が実施する情報公表において、例えば、各機関の開設年月日など、各機関が必

要と考えるこれ以外の情報の公表が可能であること。 

 

（３）認定日本語教育機関の名称について（第４条第２項関係） 

認定日本語教育機関の名称について、他の日本語教育機関と同一の名称を付すことにつ

いては、特に日本語に通じない外国人にとっては他の日本語教育機関と区別することが困

難で、誤解を生じる恐れが強く、施行規則第４条第２項に適合することが非常に困難であ

ると思われるため、注意を要すること。 

 

（４）点検及び評価の項目について（第７条関係） 

点検及び評価においては、施行規則第７条各号に規定する事項は最低限点検及び評価す

べき事項を定めたものであり、地域貢献や社会貢献の状況、法令遵守の状況などその他の

事項についても各機関の判断で適切に点検及び評価を行うことが必要であること。 

 

（５）仲介手数料等の点検及び評価について（第７条関係） 

施行規則第７条第８号の「財務に関すること」を評価するに当たっては、入学者の募集

や生徒の入学手続の支援等を行う者に対して支払った仲介手数料等の手数料の適正性につ

いても評価を行う必要があること。特に、安定かつ継続して質の高い日本語教育課程を実

施する観点から、生徒一人当たりについて支払う仲介手数料等の費用の額は、日本語教育

機関が生徒から徴収する授業料等の額と比較して、相当程度高額でないこと。 

 

（６）認定日本語教育機関の帳簿の記載事項について（第 10 条第１項関係） 

施行規則第１０条第１項に規定する帳簿の記載事項について、第１号の「日課」とは、

いわゆる時間割を指し、「日ごとの活動状況」とは、クラス又は授業単位の１日の学習活動

の記録や日誌、報告書等を指すこと。第３号の「生徒の学習の状況」は、後年に必要に応

じて確認できるよう、履修した授業科目名や成績等について記録すること。 

 

（７）経過措置の対象となる１年以上の経験について（附則第２条、附則第３条第２項及び附

則第４条第１項関係） 



経過措置の要件のうち、附則第２条第４号等に規定する「１年以上日本語教育課程を担

当した経験」については、１年以上の雇用期間があり、かつ、平均して週１回以上授業を

担当していた経験を指し、複数の日本語教育機関での経験を合計して１年以上となる場合

でも要件を満たすこと。ただし、主任教員として日本語教育課程の編成や管理の業務を主

たる業務としていた場合には、平均して週１回以上授業を担当していなかった場合でも経

験に含め得ること。 

 

第４ 認定基準の概要及び留意事項 

１ 概要 

（１）総則（第１条～第３条関係） 

法第２条第３項第２号の文部科学省令で定める基準は、この省令で定めることとし、認

定基準の趣旨、「留学のための課程」、「就労のための課程」及び「生活のための課程」の定

義並びに基本組織等について所要の規定を設けること。 

 

（２）教員及び職員の体制（第４条～第 10条関係） 

校長の配置及び要件、主任教員の配置及び要件、教員数、担当授業時数、事務を統括す

る職員の配置及び要件、情報の公表及び評価等に関する体制並びに組織的な研修に関する

体制等について所要の規定を設けること。 

 

（３）施設及び設備（第 11 条～第 15 条関係） 

校地及び校舎の位置及び環境、校地の要件、校舎の要件、教室の要件並びに設備等につ

いて所要の規定を設けること。 

 

（４）日本語教育課程（第 16条～第 28条関係） 

日本語教育課程の目的及び目標、修業期間、授業期間、授業時数、単位時間、授業科目、

特別の日本語教育課程、生徒の数、授業の方法、入学者の募集、入学者の日本語能力等の

確認並びに修了の要件等について所要の規定を設けること。 

 

（５）学習上及び生活上の支援体制（第 29条～第 36条関係） 

学習上の支援体制、出席管理体制、災害等の場合の転学支援、生活指導担当者、健康診

断の体制、在留を継続するための支援体制、事業主等との連携体制及び地方公共団体等と

の連携体制等について所要の規定を設けること。 

 

（６）附則（附則第１条～附則第３条関係） 

施行期日並びに主任教員の要件及び収容定員数に関する経過措置について所要の規定を

設けること。 

 

２ 留意事項 

（１）日本語教育を実施するための基本組織について（第３条関係） 

基本組織は、大学や専門学校等の日本語教育課程以外の課程を置く機関について、例え

ば、留学生別科や日本語学科等の認定の対象となる日本語教育課程を実施する組織の設置

を求めるものであること。 



 

（２）就労のための課程又は生活のための課程を置く認定日本語教育機関の主任教員の役割に

ついて（第５条第１項関係） 

就労のための課程又は生活のための課程を置く機関においてこれらの課程を担当する主

任教員については、日本語教育課程の編成等に当たり、企業や地方公共団体等と連携し、

そのニーズを踏まえるコーディネーターとしての役割が求められること。 

 

（３）本務等教員について（第５条第２項関係） 

本務等教員とは、日本語教育課程に係る業務について責任を担い、かつ、専ら認定日本

語教育機関の教育に従事する教員又はこれと相当する業務を担当し本務として認定日本語

教育機関の教育に従事する教員であり、基本的にはいわゆる専任教員や本務教員である必

要があること。この際、責任を担うとは、必ずしも教育課程の編成の責任者（通常は１人

であると想定される。）であることを求めるものではなく、例えば、教育課程の編成会議の

構成員である等日本語教育課程に係る業務に直接的かつ実質的に参画する教員であること。

また、専任又は本務であることについては、各機関で授業を含む業務が実施される日数や

時間数と比較し、各教員の勤務実態が専ら又は本務として勤務していると見なせるかどう

か判断することとなるため、雇用形態については必ずしもフルタイムやいわゆる正社員と

しての雇用に限られるものではないこと。他方で、仮に担当する授業時数が多数である場

合や、フルタイムでの勤務である場合であっても、例えば、指示を受けて授業を実施する

のみで教育課程の編成に一切関与しないような場合には、本務等教員の要件を満たさない

こと。また、例えば、仮にフルタイムやいわゆる正社員として雇用される教員が極端に少

ないか、いない場合には、日本語教育課程やその他の業務を含む機関全体の管理の責任を

一般には適切に担えないものと想定されるため、個々の教員の勤務状況や雇用形態等のみ

でなく、機関全体としての体制として不適切と判断される場合もあり得ること。 

 

（４）ICT の活用について（第 15条関係） 

設備について、昨今の ICT 技術の発展や普及を踏まえ、効果的かつ効率的な授業等の教

育活動や学習の管理、機関の事務の実施等のため、ICT 機器を積極的に整備し、活用するこ

とが望まれること。 

 

（５）日本語能力の水準について（第 16 条第２項、第 20 条第５項及び第 28 条第２項関係） 

認定基準第 16条第２項に規定する「高度に自立して日本語を理解し、使用することがで

きる水準」とは「日本語教育の参照枠（報告）」（令和３年 10 月 12 日文化審議会国語分科

会）に示されたＢ２相当を指し、同項等に規定する「自立して日本語を理解し、使用する

ことができる水準」とはＢ１相当を指し、認定基準第 20 条第５項第１号等に規定する「他

の者の部分的な支援により基礎的な日本語を理解し、使用することができる水準」とはＡ

１相当を指し、同項第２号等に規定する「基礎的な日本語を理解し、使用することができ

る水準」とはＡ２相当を指すこと。 

 

（６）大学又は専門学校における学修に必要な日本語能力の向上に資する授業科目について（第

20 条第２項関係） 

認定基準第 20条第２項第２号の「大学又は専門学校における学修に必要な日本語能力の



向上に資する」授業科目とは、アカデミックジャパニーズ、アカデミックライティング、

クリティカルシンキング等の高等教育を受けるために必要となる日本語能力の涵養に資す

るものを指し、必ずしも留学生向けに開講された授業科目に限られないこと。 

 

（７）留学のための課程の授業を行う時間について（第 20条第４項関係） 

留学のための課程の授業は、日本語教育課程での学習を主目的として我が国に在留する

留学生を主な対象としていることから、いわゆる日中に日本語の学習が行われることが適

当と考えられるため、原則として午前８時から午後６時までの間に行われる必要があるこ

ととされていること。この趣旨を踏まえると、特に、夜間に授業を実施する運用は認めら

れないこと。 

 

（８）５つの言語活動について（第 22条第３項関係） 

認定基準第 22条第３項各号に掲げる５つの言語活動については、各日本語教育課程全体

の中で扱われればよく、個々の授業科目において５つの言語活動全てが行われる必要まで

はないこと。 

 

（９）日本語教育以外の事項に関する授業について（第 22条第４項関係） 

認定基準第 22条第４項に規定する日本語教育以外の事項に関する授業は、日本語教育課

程の外に位置づけられるものであり、登録日本語教員以外の者が担当することができるこ

と。また、同項の「日本語教育課程における学習（授業時間外に必要な学習を含む。）に支

障のない範囲内」とは、日本語教育課程の授業時数や生徒の置かれた状況等により個別に

判断が必要であるものの、少なくとも日本語教育課程の授業時数を超えない時間であるこ

とが適切と考えられること。 

 

（10）就労のための課程又は生活のための課程における第 23条の規定による日本語教育課程の

編成について（第 23 条関係） 

就労のための課程又は生活のための課程において、認定基準第 23条第１項の規定による

日本語教育課程を編成する場合、生徒や企業等のニーズに応じて、認定に係る日本語教育

課程や授業科目の一部により体系的に編成することができ、認定を受けた日本語教育課程

の修業期間や授業時数にとらわれず、かつ、５つの活動を必ずしも全て行わないものであ

ってもかまわないこと。当該日本語教育課程の編成については、認定の際に確認を受けた

日本語教育課程の一部を使うものであり、変更の届出等をせず、機関の判断で実施が可能

であること。 

 

（11）収容定員数の増加について（第 24 条第４項関係） 

収容定員数を増加する場合には、認定基準その他の法令に適合していることが当然に求

められ、特に留学のための課程について収容定員数を増加する場合には、認定基準第 34条

に規定する生徒が在留を継続するための支援体制が適正であることが、在籍管理の実績か

ら確認できることが必要であること。 

 

（12）収容定員数と実員の関係について（第 24条第５項関係） 

収容定員数については、留学のための課程、就労のための課程及び生活のための課程の



３つの目的ごとに、原則としてその数を超えて生徒を受け入れてはならないものの、例え

ば、留学のための課程として修業期間が１年の課程と２年の課程を設置した場合、当該両

課程を合計した収容定員数の範囲内であれば、当該各課程の収容定員数を超えて生徒を受

け入れることは問題ないこと。 

 

（13）同時に授業を行う生徒の数の特例について（第 24 条第６項関係） 

認定基準第 24 条第６項ただし書きに規定する同時に授業を行う生徒の数が 20 人を超え

ることができる講義の授業については、少なくとも、生徒の日本語能力がおおむねＢ１以

上であるなど個別の指導の機会が減少しても独力で授業を理解する力があり、生徒の人数

に対して認定基準第 14条第３項に規定する最低面積以上の広さを有する教室において、授

業時間の半分以上が生徒の設問への回答時間に充てられる等教員と生徒のコミュニケーシ

ョンを必要とする機会が比較的少ないものに限定して認められるものであること。これら

の要件を満たすとしても、日本語教育課程の中で本規定を使った授業を多用することは適

切ではないこと。 

 

（14）緊急時のオンラインによる遠隔授業について（第 25条第１項関係） 

認定基準第 25条第１項の授業は、同条第２項の場合を除き、対面で実施することを想定

しているが、感染症の拡大や災害等の対応のため、一時的に緊急対応としてオンラインに

よる遠隔授業を実施することは可能であること。ただし、この場合には同条第２項に準じ

る必要があること。 

 

（15）海外に所在する外国人に対するオンラインでの日本語教育について（第 25条第１項関係） 

認定に係る日本語教育課程以外の業務としてであれば、認定基準によらずオンラインに

よる遠隔授業を実施することは、当然に認められること。この中には、海外に所在する外

国人（来日前の留学希望者等）に対してオンラインで実施する日本語教育も含まれること。 

 

（16）校舎以外の場所で恒常的に履修させることができる授業について（第 25 条第４項関係） 

認定基準第 25 条第４項に規定する校舎以外の場所で恒常的に授業を履修させる場合は、

例えば、就労のための課程を企業と連携して実施する場合に、当該企業の会議室で授業を

履修させることや、生活のための課程を市町村と連携して実施する場合に、当該市町村に

所在する公民館等で授業を履修させることを想定したものであること。 

 

（17）留学のための課程の入学者の募集について（第 26 条関係） 

留学のための課程において入学者の募集を行う際は、入学を希望する者に対し、次の事

項について適切かつ正確に伝える必要があること。 

①日本語教育課程の目的及び目標 

②入学金、授業料、教材費、施設・設備費等名目の如何を問わず生徒が支払いを求められ

る費用の種類、金額、支払い時期、支払い方法及び返還のルール 

③校舎の所在地、概要及び立地条件 

④機関の設置者の種別（法人（法人種別）又は個人）、沿革及び実績 

⑤入学の条件及び入学者選抜の方法 

⑥寄宿舎の有無並びにその概要及び利用料 



⑦資格外活動のルール等在留資格に関する一般的注意事項 

⑧在学中の一般的な生活費用 

⑨その他入学希望者の参考となる情報 

 

（18）在留を継続するための支援体制について（第 34条関係） 

「生徒が我が国に適正に在留し、学習を継続するために必要な支援を行うための体制」

については、留学生の在籍管理について、関連する業務が適正に実施できる体制が整備さ

れている必要があること。 

 

第５ 告示の概要及び留意事項 

１ 概要 

（１）校地及び校舎を自己所有と同等と認める場合（第１条・第２条関係） 

認定基準第12条第２項又は第13条第４項に規定する、校地又は校舎が自己所有であり、

かつ、負担附きでないものと同等と認められる場合について定めること。 

 

（２）留学のための課程の修業期間に係る特別の事情（第３条関係） 

認定基準第 17 条第１項の規定により留学のための課程の修業期間を６月以上とするこ

とができる場合について定めること。 

 

（３）授業の方法（第４条関係） 

認定基準第 25 条第２項の規定により多様なメディアを高度に利用して授業を履修させ

る場合及び同条第４項の規定により他の者と連携して校舎以外の場所で恒常的に履修させ

る場合について所要の規定を設けること。 

 

（４）附則 

施行期日を定めること。 

 

２ 留意事項 

（１）校地及び校舎に係る負担について（第１条及び第２条関係） 

第１条第１号及び第２条第１号に規定する「負担附きであることにやむを得ない事情が

あ」ることについては、負担附きでない校地や校舎、又はこれらを取得するための資金を

直ちに準備することができず、設置者による借入金により校地や校舎を取得する場合で、

当該借入れに伴ってこれを保証するため抵当権等の負担が附く場合を指すこと。この場合

において、当該借入金の返済計画が実現可能なものであり、かつ、返済により近い将来に

おいて校地や校舎が負担附きでなくなるものである必要があること。このため、校地や校

舎の取得とは関係のない負担や、関係があったとしても設置者による借入金以外に係る負

担は認められないこと。 

 

（２）修業期間の特例の要件について（第３条関係） 

当該課程が目標とする日本語能力をはじめ、当該課程で習得させることとしている知識・

技能を身に付けさせ、短期間で当該課程の目的が達成されるために十分な教育内容となっ

ている必要があること。「生徒が我が国に適正に在留し、学習を継続するために必要な支援



を行うための体制」については、留学生の在籍管理に関し、関連する業務が適正に実施で

きる体制が整備されている必要があること。 

 

【添付資料】 

・（別添１）日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する

法律 

・（別添２）日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する

法律施行令 

・（別添３）日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する

法律施行規則 

・（別添４）認定日本語教育機関認定基準 

・（別添５）認定日本語教育機関に関し必要な事項を定める件 

・日本語教育機関認定法の概要 

 

条文等の関係資料は下記ウェブサイトにも掲載しております。 

URL: https://www.bunka.go.jp/seisaku/kokugo_nihongo/kyoiku/ 

 

【本件連絡先】 

文化庁国語課 

Email: nihongo@mext.go.jp 
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第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
日
本
語
に
通
じ
な
い
外
国
人
が
我
が
国
に
お
い
て
生
活
す
る
た
め
に
必
要
な
日
本
語
を
理
解
し
、
使

用
す
る
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育
（
以
下
「
日
本
語
教
育
」
と
い
う
。
）
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
課
程
（
以
下

「
日
本
語
教
育
課
程
」
と
い
う
。
）
を
置
く
教
育
機
関
（
以
下
「
日
本
語
教
育
機
関
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
一
定
の
要
件
を

満
た
す
も
の
を
認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
、
か
つ
、
当
該
認
定
を
受
け
た
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
日
本
語
教
育
を
行
う

者
の
資
格
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
り
、
も
っ
て
我
が
国
に
居
住
す
る

外
国
人
が
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
国
民
と
共
に
円
滑
に
営
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。第

二
章

日
本
語
教
育
機
関
の
認
定

（
認
定
）

第
二
条

日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
当
該
日
本
語
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
申
請
に
よ
り
、
日
本
語
教
育
を
適
正
か
つ
確

実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
語
教
育
機
関
で
あ
る
旨
の
文
部
科
学
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。



２

前
項
の
認
定
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
認
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
次
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て

い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

一

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者

の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
本
語
教
育
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地

三

そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
定
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
認
定
を
す
る
も
の
と

す
る
。

一

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
が
、
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
。

イ

国
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
、
国
立

大
学
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
、
地
方
公
共
団
体
又
は



地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人

ロ

⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
（
イ
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

⑴

日
本
語
教
育
機
関
を
経
営
す
る
た
め
に
必
要
な
経
済
的
基
礎
を
有
す
る
こ
と
。

⑵

日
本
語
教
育
機
関
を
経
営
す
る
た
め
に
必
要
な
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
こ
と
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
認
定
を
受

け
よ
う
と
す
る
日
本
語
教
育
機
関
の
経
営
を
担
当
す
る
役
員
が
、
当
該
知
識
又
は
経
験
を
有
す
る
こ
と
。
）
。

⑶

社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
本
語
教
育
機
関
の
経
営
を
担
当

す
る
役
員
が
、
社
会
的
信
望
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
。
）
。

二

認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
日
本
語
教
育
機
関
が
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
。

イ

日
本
語
教
育
課
程
を
担
当
す
る
教
員
及
び
職
員
の
体
制

ロ

施
設
及
び
設
備

ハ

日
本
語
教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
の
方
法

ニ

日
本
語
に
通
じ
な
い
生
徒
が
我
が
国
に
お
い
て
学
習
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
学
習
上
及
び
生
活
上
の
支
援
の
た



め
の
体
制

４

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
十
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

し
な
い
者
（
認
定
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法

（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で

あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

三

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

５

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
定
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
文
部
科

学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
日
本
語
及
び
複
数
の
外
国
語
で
公
表
す
る

も
の
と
す
る
。

（
情
報
の
公
表
）



第
三
条

認
定
を
受
け
た
日
本
語
教
育
機
関
（
以
下
「
認
定
日
本
語
教
育
機
関
」
と
い
う
。
）
の
設
置
者
は
、
日
本
語
教
育
課

程
の
授
業
科
目
及
び
そ
の
内
容
、
生
徒
、
教
員
及
び
職
員
の
数
、
授
業
料
そ
の
他
の
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る

学
習
の
環
境
に
関
す
る
基
本
的
な
情
報
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方

法
に
よ
り
、
日
本
語
で
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
複
数
の
外
国
語
で
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
名
称
の
使
用
制
限
）

第
四
条

何
人
も
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
と
い
う
名
称
又
は
こ
れ
と
紛
ら

わ
し
い
名
称
を
用
い
て
は
な
ら
な
い
。

（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
表
示
）

第
五
条

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
生
徒
の
募
集
の
た
め
の
広
告
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
（
次

項
に
お
い
て
「
広
告
等
」
と
い
う
。
）
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
表
示
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

何
人
も
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
広
告
等
に
同
項
の
表
示
又
は
こ
れ
と
紛
ら
わ
し
い
表
示
を
付
し
て
は



な
ら
な
い
。

（
変
更
の
届
出
等
）

第
六
条

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
第
二
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な

く
、
そ
の
旨
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
日
本
語
及
び
複
数
の
外
国
語
で
公
表
す
る
も
の
と
す

る
。

（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
教
員
）

第
七
条

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
日
本
語
教
育
課
程
を
担
当
す
る
教
員
は
、
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
日
本
語
教
育
の
実
施
状
況
に
関
す
る
評
価
等
）

第
八
条

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
自
ら
点
検
及
び
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の



方
法
に
よ
り
、
日
本
語
で
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

第
三
条
第
二
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
定
期
報
告
）

第
九
条

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
文

部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
年
度
、
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
報
告
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
概
要
を
公
表
す
る

も
の
と
す
る
。

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
十
条

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ
に
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
報
告
徴
収
）

第
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め



に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
に
対
し
、
日
本
語
教
育
の
実
施
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
又

は
資
料
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
勧
告
及
び
命
令
）

第
十
二
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
第
二
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め

る
と
き
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き

こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て

そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ

の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
廃
止
の
届
出
等
）

第
十
三
条

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
部
科
学

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
廃
止
の
日
」
と
い
う
。
）
の
六

十
日
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
及
び
廃
止
の
日
を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
及
び
廃
止
の
日
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
日
本
語
及
び
複
数
の
外
国
語
で
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

３

認
定
は
、
廃
止
の
日
と
し
て
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出
ら
れ
た
日
以
後
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
認
定
の
取
消
し
）

第
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
認

定
を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
認
定
を
受
け
た
と
き
。

二

第
二
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

三

第
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
認
定
を
取

り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
三
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
、
第
八
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
又
は
第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
七
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
以
外
の
者
に
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
日
本
語



教
育
課
程
を
担
当
さ
せ
た
と
き
。

三

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を

提
出
し
た
と
き
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
の
取
消
し
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
そ
の
他
の
方
法
に
よ
り
、
日
本
語
及
び
複
数
の
外
国
語
で
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
審
議
会
等
の
意
見
の
聴
取
等
）

第
十
五
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
を
制
定
し
、
又
は
改
廃
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
、
法
務
大
臣
に
協
議
す
る
と
と
も
に
、
審
議
会
等
（
国
家
行
政
組
織
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
八
条
に

規
定
す
る
機
関
を
い
う
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
同
項
の
政
令
で
定
め
る

審
議
会
等
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。

一

認
定
を
す
る
と
き
又
は
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消
す
と
き
。

二

第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
又
は
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
す
る
と
き
。



（
関
係
行
政
機
関
の
長
と
の
協
力
）

第
十
六
条

文
部
科
学
大
臣
及
び
法
務
大
臣
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
長
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
教

育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
章

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
教
員
の
資
格

第
一
節

登
録
日
本
語
教
員

（
登
録
）

第
十
七
条

日
本
語
教
員
試
験
（
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
た
め

に
行
う
試
験
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
合
格
し
、
か
つ
、
実
践
研
修
（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い

て
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
実
践
的
な
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同

じ
。
）
を
修
了
し
た
者
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
前
項
の
登
録
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
。

一

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又



は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

３

実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
技
術
を
有
す
る
者
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
者
は
、

第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。

４

登
録
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
、
日
本
語
教
員
登
録
簿
に
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記

載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

５

日
本
語
教
員
登
録
簿
は
、
文
部
科
学
省
に
備
え
る
。

（
登
録
証
）

第
十
八
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
を
し
た
と
き
は
、
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
登
録
日
本
語
教
員
」

と
い
う
。
）
に
前
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
を
記
載
し
た
登
録
証
を
交
付
す
る
。

２

登
録
日
本
語
教
員
が
登
録
証
を
亡
失
し
、
又
は
登
録
証
が
滅
失
し
た
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
を
し
て
、
登
録
証
の
再
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
事
項
の
変
更
の
届
出
等
）



第
十
九
条

登
録
日
本
語
教
員
は
、
第
十
七
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を

文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

登
録
日
本
語
教
員
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
当
該
届
出
に
登
録
証
を
添
え
て
提
出
し
、
そ
の
訂
正

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
等
の
手
数
料
）

第
二
十
条

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
又
は
登
録
証
の
再
交
付
若
し
く
は
訂
正
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し

て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
国
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
取
消
し
）

第
二
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
日
本
語
教
員
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消

す
も
の
と
す
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

二

第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
消
除
す
る
も
の
と
す
る
。



３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
は
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
、
文
部
科
学
大
臣
に
登
録

証
を
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

日
本
語
教
員
試
験

（
日
本
語
教
員
試
験
の
内
容
等
）

第
二
十
二
条

日
本
語
教
員
試
験
に
お
い
て
は
、
基
礎
試
験
及
び
応
用
試
験
を
行
う
も
の
と
し
、
基
礎
試
験
に
あ
っ
て
は
日
本

語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
、
応
用
試
験
に
あ
っ
て
は
日
本
語
教
育
を
行

う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
の
う
ち
応
用
に
関
す
る
も
の
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２

日
本
語
教
員
試
験
は
、
毎
年
一
回
以
上
、
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
。

（
試
験
の
免
除
）

第
二
十
三
条

次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
当
該
各
号
に
定
め
る
試
験
を
免
除
す
る
。

一

文
部
科
学
大
臣
の
登
録
を
受
け
た
者
が
実
施
す
る
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習

得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
（
第
六
節
に
お
い
て
「
養
成
課
程
」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
た
者
又
は
基
礎
試
験
に
合
格
し
た
者

と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
を
示
す
資
格
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
有
す
る
者

基
礎



試
験

二

応
用
試
験
に
合
格
し
た
者
と
同
等
以
上
の
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
を
示
す
資
格
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め

る
も
の
を
有
す
る
者

応
用
試
験

（
受
験
の
停
止
等
）

第
二
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
日
本
語
教
員
試
験
に
関
し
て
不
正
の
行
為
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
不
正
行
為
に
関
係

の
あ
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
受
験
を
停
止
さ
せ
、
又
は
そ
の
日
本
語
教
員
試
験
を
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
手
数
料
）

第
二
十
五
条

日
本
語
教
員
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
国
に
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
文
部
科
学
省
令
へ
の
委
任
）

第
二
十
六
条

こ
の
節
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
基
礎
試
験
及
び
応
用
試
験
の
科
目
、
受
験
手
続
そ
の
他
の
日
本
語
教
員
試
験

に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

第
三
節

実
践
研
修



第
二
十
七
条

実
践
研
修
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
実
践
的
な
技
術
を
習
得

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
科
目
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
。

２

実
践
研
修
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
国
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
受
講
手
続
そ
の
他
の
実
践
研
修
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

第
四
節

指
定
試
験
機
関

（
指
定
試
験
機
関
に
よ
る
試
験
事
務
の
実
施
等
）

第
二
十
八
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
そ
の
指
定
す
る
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
試
験
機
関
」
と
い
う
。
）
に
、
日
本

語
教
員
試
験
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
こ
の
節
並
び
に
第
六
十
八
条
、
第
六
十
九
条
及
び
第
七
十
一
条
第
四
号
に
お
い

て
「
試
験
事
務
」
と
い
う
。
）
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
の
実
施
に
関
し
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
職
権
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
に
試
験
事
務
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、
試
験
事
務
を
行
わ
な
い



も
の
と
す
る
。

（
指
定
の
手
続
及
び
要
件
）

第
二
十
九
条

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
試
験
事
務
を
行
お
う

と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

に
、
次
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、

文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

二

そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
他
に
指
定
を
受
け
た
者
が
な
く
、
か
つ
、
指
定
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る

と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

一

職
員
、
設
備
、
試
験
事
務
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
が
定
め
ら

れ
、
か
つ
、
当
該
計
画
が
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
の
た
め
に
適
切
な
も
の
で
あ
る
こ
と
。



二

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
、
前
号
の
計
画
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
必
要
な
経
理
的
及
び
技
術
的
な
基
礎
を
有

す
る
こ
と
。

三

指
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
試
験
事
務
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

試
験
事
務
が
不
公
正
と
な
る
お
そ
れ
が
な
い
こ
と
。

４

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
指
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
以
外
の
者

二

第
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過

し
な
い
者

三

そ
の
役
員
の
う
ち
に
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

イ

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、

又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

ロ

第
三
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
よ
り
解
任
さ
れ
、
そ
の
解
任
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い

者



ハ

第
四
十
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知

が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
取
消
し
を
受
け
た
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
五
年
を
経

過
し
な
い
も
の

５

文
部
科
学
大
臣
は
、
指
定
を
し
た
と
き
は
、
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を

官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
等
）

第
三
十
条

指
定
試
験
機
関
は
、
前
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を

官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
）

第
三
十
一
条

指
定
試
験
機
関
の
役
員
の
選
任
及
び
解
任
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
を
生
じ

な
い
。



２

文
部
科
学
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
の
役
員
が
、
こ
の
法
律
、
こ
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
処
分
若
し
く
は
第
三

十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
事
務
規
程
に
違
反
す
る
行
為
を
し
た
と
き
、
又
は
試
験
事
務
に
関
し
著
し
く
不
適
当
な
行

為
を
し
た
と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
当
該
役
員
の
解
任
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
試
験
委
員
）

第
三
十
二
条

指
定
試
験
機
関
は
、
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
に
関
す

る
事
務
に
つ
い
て
は
、
試
験
委
員
に
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
試
験
機
関
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
要
件
を
備
え
る
者
の
う
ち
か
ら
試
験
委
員
を
選
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

３

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
委
員
を
選
任
し
た
と
き
は
、
そ
の
日
か
ら
二
週
間
以
内
に
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
試
験
委
員
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

４

前
条
第
二
項
の
規
定
は
、
試
験
委
員
の
解
任
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
秘
密
保
持
義
務
等
）

第
三
十
三
条

指
定
試
験
機
関
の
役
員
若
し
く
は
職
員
（
試
験
委
員
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
こ
れ
ら
の
職
に



あ
っ
た
者
は
、
試
験
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

試
験
事
務
に
従
事
す
る
指
定
試
験
機
関
の
役
員
又
は
職
員
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰
則

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
。

（
試
験
事
務
規
程
）

第
三
十
四
条

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
条
第
二
項
第
四
号
に
お
い

て
「
試
験
事
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
試
験
事
務
の
開
始
前
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

試
験
事
務
規
程
に
は
、
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
の
判
定
の
基
準
そ
の
他

文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
可
を
し
た
試
験
事
務
規
程
が
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当
と
な
っ
た

と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
そ
の
試
験
事
務
規
程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
計
画
書
の
認
可
等
）

第
三
十
五
条

指
定
試
験
機
関
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
、
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算



書
を
作
成
し
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

２

指
定
試
験
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
を
作
成

し
、
当
該
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
三
十
六
条

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ

に
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
三
十
七
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
指
定

試
験
機
関
に
対
し
、
試
験
事
務
に
関
し
必
要
な
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
指
定
試
験
機
関

の
事
務
所
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
試
験
事
務
に
関
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検

査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き



は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

（
監
督
命
令
）

第
三
十
八
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
試
験
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

指
定
試
験
機
関
に
対
し
、
試
験
事
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
試
験
事
務
の
休
廃
止
）

第
三
十
九
条

指
定
試
験
機
関
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又

は
廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

３

文
部
科
学
大
臣
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
事
務
の
全
部
の
廃
止
を
許
可
し
た
と
き
は
、
指
定
は
、
そ
の
効
力
を
失

う
。

（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
四
十
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
す
も



の
と
す
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
を
受
け
た
と
き
。

二

第
二
十
九
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期

間
を
定
め
て
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
十
九
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

第
三
十
条
第
一
項
、
第
三
十
二
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
三
十
五
条
、
第
三
十
六
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定

に
違
反
し
た
と
き
。

三

第
三
十
一
条
第
二
項
（
第
三
十
二
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
三
十
四
条
第
三
項
又
は
第
三

十
八
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

第
三
十
四
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
試
験
事
務
規
程
に
よ
ら
な
い
で
試
験
事
務
を
行
っ
た
と
き
。

五

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は

虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
、
又
は
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
検



査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

六

第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
付
さ
れ
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ

た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
試
験
事
務
の
実
施
等
）

第
四
十
一
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
指
定
試
験
機
関
が
第
三
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一

部
を
休
止
し
た
と
き
、
前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
試
験
機
関
に
対
し
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命

じ
た
と
き
、
又
は
指
定
試
験
機
関
が
天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
試
験
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
も
の
と
す
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
す
る
と
き
、
又
は
自
ら

行
っ
て
い
た
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す

る
。

３

文
部
科
学
大
臣
が
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
事
務
を
行
う
こ
と
と
し
、
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
試
験
事



務
の
廃
止
を
許
可
し
、
又
は
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
場
合
に
お
け
る
試
験
事
務

の
引
継
ぎ
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

（
指
定
等
の
条
件
）

第
四
十
二
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
指
定
、
第
三
十
一
条
第
一
項
、
第
三
十
四
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
十
五
条
第
一
項
の
認

可
又
は
第
三
十
九
条
第
一
項
の
許
可
（
次
項
に
お
い
て
「
指
定
等
」
と
い
う
。
）
に
は
、
条
件
を
付
し
、
及
び
こ
れ
を
変
更

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
条
件
は
、
指
定
等
に
係
る
事
項
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
最
小
限
度
の
も
の
に
限
り
、
か

つ
、
指
定
等
を
受
け
る
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
指
定
試
験
機
関
が
し
た
処
分
等
に
係
る
審
査
請
求
）

第
四
十
三
条

指
定
試
験
機
関
が
行
う
試
験
事
務
に
係
る
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
文
部
科
学
大

臣
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
平
成
二

十
六
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
七
条
並
び
に

第
四
十
九
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
の
上
級
行
政
庁
と
み
な
す
。



（
手
数
料
）

第
四
十
四
条

指
定
試
験
機
関
が
試
験
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
指
定
試
験
機
関
が
行
う
日
本
語
教
員
試
験
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
第
二
十
五
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
の
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を
指
定
試
験
機
関
に
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
納
付
さ
れ
た
手
数
料
は
、
指
定
試
験
機
関
の
収
入
と
す
る
。

第
五
節

登
録
実
践
研
修
機
関

（
登
録
実
践
研
修
機
関
に
よ
る
研
修
事
務
の
実
施
等
）

第
四
十
五
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
登
録
実
践
研
修
機
関
」
と
い
う
。
）

に
、
実
践
研
修
の
実
施
に
関
す
る
事
務
（
以
下
こ
の
節
並
び
に
第
六
十
九
条
及
び
第
七
十
一
条
第
四
号
に
お
い
て
「
研
修
事

務
」
と
い
う
。
）
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
実
践
研
修
機
関
に
研
修
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
せ
る
と
き
は
、
当

該
研
修
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
登
録
の
手
続
及
び
要
件
）

第
四
十
六
条

前
条
第
一
項
の
登
録
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
登
録
」
と
い
う
。
）
は
、
研
修
事
務
を
行
お
う
と
す
る
者
の



申
請
に
よ
り
行
う
。

２

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書

に
、
次
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添
え
て
、

文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
）

二

そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
登
録
を
す
る
も
の
と

す
る
。

一

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
実
施
す
る
実
践
研
修
が
、
第
二
十
七
条
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
科
目
に
つ

い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
実
施
す
る
実
践
研
修
に
お
け
る
前
号
の
科
目
の
指
導
時
間
数
が
、
文
部
科
学
省
令
で
定

め
る
時
間
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。



三

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
実
施
す
る
実
践
研
修
に
お
け
る
第
一
号
の
科
目
の
指
導
が
、
当
該
科
目
の
指
導
を
行
う

た
め
に
必
要
な
資
格
及
び
経
験
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
有
す
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
。

４

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
五
十
八
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
し
な
い
者
（
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら

五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

三

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

５

登
録
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
、
登
録
実
践
研
修
機
関
登
録
簿
に
第
二
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令

で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

６

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
を
し
た
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
（
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
官



報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
変
更
の
届
出
等
）

第
四
十
七
条

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
事
項
を
変
更
す
る
と
き
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
条
第
六
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を

官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
役
員
の
選
任
及
び
解
任
）

第
四
十
八
条

登
録
実
践
研
修
機
関
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
役
員
を
選
任
し
、
又
は
解
任
し
た
と
き
は
、
遅
滞

な
く
、
そ
の
旨
を
文
部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
研
修
事
務
規
程
）

第
四
十
九
条

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
研
修
事
務
の
実
施
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
研
修
事
務

規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
研
修
事
務
の
開
始
前
に
、
文
部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変

更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。



２

研
修
事
務
規
程
に
は
、
実
践
研
修
の
実
施
の
方
法
そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
の
認
可
を
し
た
研
修
事
務
規
程
が
研
修
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当
と
な
っ
た

と
認
め
る
と
き
は
、
登
録
実
践
研
修
機
関
に
対
し
、
そ
の
研
修
事
務
規
程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
研
修
事
務
の
実
施
に
係
る
義
務
）

第
五
十
条

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
研
修
事
務
を
、
公
正
に
、
か
つ
、
前
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
研
修
事
務
規
程
に

従
っ
て
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
定
期
報
告
）

第
五
十
一
条

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
研
修
事
務
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
定

期
的
に
、
文
部
科
学
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
財
務
諸
表
等
の
作
成
、
備
置
き
及
び
閲
覧
等
）

第
五
十
二
条

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
毎
事
業
年
度
、
当
該
事
業
年
度
の
終
了
後
三
月
以
内
に
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
事
業
年
度
の
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
又
は
収
支
計
算
書
並
び
に
事
業
報
告
書

（
こ
れ
ら
の
作
成
に
代
え
て
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が



で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の

条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
作
成
が
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電
磁
的
記
録
を
含
む
。
次
項
及
び
第
七
十
三
条
に
お
い

て
「
財
務
諸
表
等
」
と
い
う
。
）
を
作
成
し
、
こ
れ
に
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
又
は
記
録
し
、
五
年
間

事
務
所
に
備
え
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

実
践
研
修
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
は
、
登
録
実
践
研
修
機
関
の
業
務
時
間
内
は
、
い
つ
で
も
、
次

に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
二
号
又
は
第
四
号
に
掲
げ
る
請
求
を
す
る
に
は
、
当
該
登
録
実
践
研

修
機
関
の
定
め
た
費
用
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

財
務
諸
表
等
が
書
面
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
書
面
又
は
当
該
書
面
の
写
し
の
閲
覧
の
請
求

二

前
号
の
書
面
の
謄
本
又
は
抄
本
の
交
付
の
請
求

三

財
務
諸
表
等
が
電
磁
的
記
録
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
文
部
科

学
省
令
で
定
め
る
方
法
に
よ
り
表
示
し
た
も
の
の
閲
覧
の
請
求

四

前
号
の
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
登
録
実
践
研
修
機
関
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
（
入
出
力
装
置
を
含

む
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
と
当
該
事
項
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電



気
通
信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
そ
の
他
の
情
報
通
信
の
技
術
を
利
用
す
る
方
法
で
あ
っ

て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
の
請
求
又
は
当
該
事
項
を
記
載
し
た
書
面
の
交
付
の
請
求

（
帳
簿
の
備
付
け
等
）

第
五
十
三
条

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
研
修
事
務
に
つ
い
て
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
、

こ
れ
に
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
徴
収
及
び
立
入
検
査
）

第
五
十
四
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
研
修
事
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録

実
践
研
修
機
関
に
対
し
、
研
修
事
務
に
関
し
必
要
な
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
登
録
実
践

研
修
機
関
の
事
務
所
そ
の
他
必
要
な
場
所
に
立
ち
入
り
、
研
修
事
務
に
関
し
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他
の

物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
人
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き

は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。



（
適
合
命
令
）

第
五
十
五
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
実
践
研
修
機
関
が
実
施
す
る
実
践
研
修
が
第
四
十
六
条
第
三
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に

適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
実
践
研
修
機
関
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措

置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
）

第
五
十
六
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
実
践
研
修
機
関
が
実
施
す
る
研
修
事
務
が
第
五
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認

め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
実
践
研
修
機
関
に
対
し
、
そ
の
研
修
事
務
の
実
施
の
方
法
を
改
善
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
と
る

べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
研
修
事
務
の
休
廃
止
）

第
五
十
七
条

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
研
修
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止

し
、
又
は
廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
許
可
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

３

文
部
科
学
大
臣
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
研
修
事
務
の
全
部
の
廃
止
を
許
可
し
た
と
き
は
、
当
該
登
録
実
践
研
修
機
関
の



登
録
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
五
十
八
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
実
践
研
修
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り

消
す
も
の
と
す
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

二

第
四
十
六
条
第
四
項
第
一
号
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
実
践
研
修
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又

は
期
間
を
定
め
て
研
修
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
四
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
第
一
項
、
第
五
十
三
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定

に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
四
十
九
条
第
三
項
、
第
五
十
五
条
又
は
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四

第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は



虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
、
又
は
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
検

査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
研
修
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ

た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
文
部
科
学
大
臣
に
よ
る
研
修
事
務
の
実
施
等
）

第
五
十
九
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
実
践
研
修
機
関
が
第
五
十
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
研
修
事
務
の
全
部
若
し
く

は
一
部
を
休
止
し
、
若
し
く
は
廃
止
し
た
と
き
、
前
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
若
し

く
は
登
録
実
践
研
修
機
関
に
対
し
研
修
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き
、
又
は
登
録
実
践
研
修
機
関
が

天
災
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
研
修
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
実
施
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
研
修
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
研
修
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
こ
と
と
す
る
と
き
、
又
は
自
ら

行
っ
て
い
た
研
修
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す

る
。



３

文
部
科
学
大
臣
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
研
修
事
務
を
行
う
こ
と
と
し
た
場
合
に
お
け
る
研
修
事
務
の
引
継
ぎ
そ
の
他
の

必
要
な
事
項
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
。

（
手
数
料
）

第
六
十
条

登
録
実
践
研
修
機
関
が
研
修
事
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
は
、
登
録
実
践
研
修
機
関
が
行
う
実
践
研
修
を
受
け
よ

う
と
す
る
者
は
、
第
二
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
登
録
実
践
研
修
機
関
が
文

部
科
学
大
臣
の
認
可
を
受
け
て
定
め
る
額
の
手
数
料
を
当
該
登
録
実
践
研
修
機
関
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
納
付
さ
れ
た
手
数
料
は
、
当
該
登
録
実
践
研
修
機
関
の
収
入
と
す
る
。

第
六
節

登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関

（
登
録
）

第
六
十
一
条

養
成
課
程
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
申
請
に
よ
り
、
第
二
十
三
条
第
一
号
の
登
録
（
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
「
登
録
」
と
い
う
。
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
登
録
の
手
続
及
び
要
件
）

第
六
十
二
条

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た



申
請
書
に
、
次
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
そ
の
他
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
を
添

え
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
）

二

そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
の
申
請
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
登
録
を
す
る
も
の
と

す
る
。

一

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
実
施
す
る
養
成
課
程
が
、
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
の
習
得

に
必
要
な
科
目
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
実
施
す
る
養
成
課
程
に
含
ま
れ
る
前
号
の
科
目
の
授
業
時
間
数
が
、
文
部
科
学
省
令
で

定
め
る
時
間
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
実
施
す
る
養
成
課
程
に
含
ま
れ
る
第
一
号
の
科
目
の
授
業
が
、
当
該
科
目
の
教
授
を
行

う
た
め
に
必
要
な
資
格
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
有
す
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
こ
と
。



３

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

拘
禁
刑
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
り
罰
金
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又

は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い
者

二

第
六
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経

過
し
な
い
者
（
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
取
消
し
の
処
分
に
係
る
行
政
手
続
法

第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
通
知
が
あ
っ
た
日
前
六
十
日
以
内
に
当
該
法
人
の
役
員
で
あ
っ
た
者
で
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら

五
年
を
経
過
し
な
い
も
の
を
含
む
。
）

三

法
人
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
員
の
う
ち
に
前
二
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
が
あ
る
も
の

４

登
録
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
、
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
登
録
簿
に
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
そ
の
他
の
文
部
科

学
省
令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
て
す
る
も
の
と
す
る
。

５

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
を
し
た
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事
項
（
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。
）
を
官

報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

（
養
成
業
務
規
程
）



第
六
十
三
条

登
録
を
受
け
た
者
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
」
と
い
う
。
）
は
、
養
成
課
程
の

実
施
に
関
す
る
規
程
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
養
成
業
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
養
成
課
程
の
実
施
に
関
す
る
業

務
（
以
下
こ
の
節
並
び
に
第
六
十
九
条
及
び
第
七
十
一
条
第
四
号
に
お
い
て
「
養
成
業
務
」
と
い
う
。
）
の
開
始
前
に
、
文

部
科
学
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

養
成
業
務
規
程
に
は
、
養
成
課
程
の
実
施
の
方
法
、
養
成
課
程
に
関
す
る
料
金
そ
の
他
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
を

定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
あ
っ
た
養
成
業
務
規
程
が
養
成
業
務
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不

適
当
で
あ
り
、
又
は
不
適
当
と
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
養
成
業
務
規
程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
養
成
業
務
の
休
廃
止
）

第
六
十
四
条

登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
は
、
養
成
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に

お
い
て
「
休
止
又
は
廃
止
の
日
」
と
い
う
。
）
の
三
十
日
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
及
び
休
止
又
は
廃
止
の
日
を
文
部
科
学
大
臣



に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
及
び
休
止
又
は
廃
止
の
日
を
官
報
で
公
示
す

る
も
の
と
す
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
養
成
業
務
の
全
部
の
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
当
該
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
の
登
録

は
、
そ
の
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日
と
し
て
届
け
出
ら
れ
た
日
以
後
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

（
準
用
）

第
六
十
五
条

第
四
十
七
条
、
第
四
十
八
条
及
び
第
五
十
条
か
ら
第
五
十
六
条
ま
で
の
規
定
は
、
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関

が
養
成
業
務
を
実
施
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
四
十
七
条
第
一
項
中
「
前
条
第
五
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
第
四
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
第
六
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
第
五
項
」
と
、
第

五
十
条
中
「
前
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
研
修
事
務
規
程
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
け
出

た
同
項
に
規
定
す
る
養
成
業
務
規
程
」
と
、
第
五
十
二
条
第
二
項
中
「
実
践
研
修
を
受
け
よ
う
と
」
と
あ
る
の
は
「
養
成
課

程
を
履
修
し
よ
う
と
」
と
、
第
五
十
五
条
中
「
第
四
十
六
条
第
三
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
二
条
第
二
項
各
号
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。



（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
六
十
六
条

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録

を
取
り
消
す
も
の
と
す
る
。

一

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
登
録
を
受
け
た
と
き
。

二

第
六
十
二
条
第
三
項
第
一
号
又
は
第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
。

２

文
部
科
学
大
臣
は
、
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消

し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
養
成
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
六
十
三
条
第
三
項
又
は
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
五
条
若
し
く
は
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反

し
た
と
き
。

二

第
六
十
四
条
第
一
項
又
は
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
四
十
七
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二

条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

三

正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
。

四

前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽



の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
、
又
は
当
該
職
員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の

答
弁
を
し
、
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。

３

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
養
成
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ

た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
官
報
で
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

罰
則

第
六
十
七
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、

一
年
以
下
の
拘
禁
刑
若
し
く
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

第
六
十
八
条

第
三
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
、
試
験
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
た
者
は
、
一
年
以

下
の
拘
禁
刑
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
六
十
九
条

第
四
十
条
第
二
項
、
第
五
十
八
条
第
二
項
又
は
第
六
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
試
験
事
務
、
研
修
事
務
又

は
養
成
業
務
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
の
命
令
に
違
反
し
た
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
拘
禁
刑

又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す



る
。

一

第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
届
出
を
し
た
と
き
。

二

第
十
条
の
規
定
に
違
反
し
て
、
帳
簿
を
備
え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保

存
し
な
か
っ
た
と
き
。

三

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を

提
出
し
た
と
き
。

第
七
十
一
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し
た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

す
る
。

一

第
四
条
又
は
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
三
十
六
条
又
は
第
五
十
三
条
（
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
帳
簿
を
備

え
ず
、
帳
簿
に
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
記
載
を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
っ
た
と
き
。

三

第
三
十
七
条
第
一
項
又
は
第
五
十
四
条
第
一
項
（
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
報
告
を
し
、
若
し
く
は
虚
偽
の
資
料
を
提
出
し
、
又
は
当
該
職



員
の
質
問
に
対
し
て
答
弁
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
若
し
く
は
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し

た
と
き
。

四

第
三
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
五
十
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
な
い
で
、
又
は
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
届
出
を
し
な
い
で
、
試
験
事
務
、
研
修
事
務
又
は
養
成
業
務
の
全
部
を
廃
止
し
た
と
き
。

第
七
十
二
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務

に
関
し
、
第
六
十
七
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
同
条
の
罰
金

刑
を
科
す
る
。

第
七
十
三
条

第
五
十
二
条
第
一
項
（
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
違
反
し
て
財
務
諸
表
等

を
作
成
せ
ず
、
財
務
諸
表
等
に
記
載
し
、
若
し
く
は
記
録
す
べ
き
事
項
を
記
載
せ
ず
、
若
し
く
は
記
録
せ
ず
、
若
し
く
は
虚

偽
の
記
載
若
し
く
は
記
録
を
し
、
若
し
く
は
財
務
諸
表
等
を
備
え
置
か
ず
、
又
は
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
第
五
十
二
条
第

二
項
（
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
当
該
違
反
行
為
を
し

た
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

第
七
十
四
条

第
二
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
違
反
し
て
登
録
証
を
返
納
し
な
か
っ
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す



る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
教
員
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
七
条
及
び
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第

七
条
中
「
受
け
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
た
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
若
し
く

は
実
務
経
験
を
有
す
る
者
」
と
、
同
項
第
二
号
中
「
受
け
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
受
け
た
者
及
び
第
七
条
の
文
部
科
学
省
令

で
定
め
る
資
格
又
は
実
務
経
験
を
有
す
る
者
」
と
す
る
。

（
刑
法
等
改
正
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
経
過
措
置
）

第
三
条

刑
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
六
十
七
号
。
次
項
に
お
い
て
「
刑
法
等
改
正
法
」
と
い

う
。
）
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
条
第
四
項
、
第
十
七
条
第
二
項
、
第
二
十
九
条
第
四
項
、
第
四
十
六



条
第
四
項
及
び
第
六
十
二
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
第
四
項
第
一
号
、
第
十
七
条
第
二
項
第
一
号
、

第
二
十
九
条
第
四
項
第
三
号
イ
、
第
四
十
六
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
六
十
二
条
第
三
項
第
一
号
中
「
拘
禁
刑
」
と
あ
る
の

は
、
「
禁
錮
」
と
す
る
。

２

刑
法
等
改
正
法
の
施
行
の
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
六
十
七
条
か
ら
第
六
十
九
条
ま
で
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
拘
禁
刑
」
と
あ
る
の
は
、
「
懲
役
」
と
す
る
。
刑
法
等
改
正
法
の
施
行
の
日
以
後
に
お
け
る
同
日

前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
も
、
同
様
と
す
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
二
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
目
途
と
し
て
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
つ
い
て
、
そ
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案

し
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
文
部
科
学
省
設
置
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

文
部
科
学
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



第
十
九
条
中
「
、
第
三
十
六
号
」
を
削
る
。



 

 

政
令
第
三
百
二
十
七
号 

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令 

内
閣
は
、
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年

法
律
第
四
十
一
号
）
第
十
五
条
第
一
項
、
第
二
十
条
、
第
二
十
五
条
、
第
二
十
七
条
第
二
項
、
第
六
十
条
及
び
附
則
第
四
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。 

（
審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
） 

第
一
条 

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
十
五
条
第
一
項
の
審
議
会
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
中
央
教
育
審
議
会
と
す
る
。 

（
登
録
日
本
語
教
員
に
係
る
登
録
等
の
手
数
料
） 

第
二
条 

法
第
二
十
条
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額

と
す
る
。 

 

一 

法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者 

四
千
四
百
円 

 

二 

登
録
証
の
再
交
付
又
は
訂
正
を
受
け
よ
う
と
す
る
者 

二
千
五
百
円 

itor
テキストボックス
別添２



 

 

 

（
日
本
語
教
員
試
験
の
手
数
料
） 

第
三
条 

法
第
二
十
五
条
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
一
万
八
千
九
百
円
（
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
基
礎
試

験
及
び
応
用
試
験
が
免
除
さ
れ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
五
千
九
百
円
、
こ
れ
ら
の
う
ち
い
ず
れ
か
の
試
験
が
免
除
さ
れ
る
場
合

に
あ
っ
て
は
一
万
七
千
三
百
円
）
と
す
る
。 

 

（
文
部
科
学
大
臣
が
行
う
実
践
研
修
の
手
数
料
） 

第
四
条 

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
政
令
で
定
め
る
手
数
料
の
額
は
、
五
万
九
百
円
と
す
る
。 

 

（
登
録
実
践
研
修
機
関
が
行
う
実
践
研
修
に
係
る
手
数
料
の
額
の
認
可
） 

第
五
条 

法
第
六
十
条
の
認
可
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
可
」
と
い
う
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
登
録
実
践
研
修
機
関

は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
手
数
料
の
額
（
認
可
を
受
け
た
手
数
料
の
額
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
変
更
し
よ
う
と
す
る
手
数
料
の
額
）
並
び
に
研
修
事
務
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の
額
及
び
そ
の
内
訳
そ
の
他
の
当
該
手
数

料
の
額
を
算
定
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
と
し
て
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
を
記
載
し
た
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
適
合
す
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
認
可
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 



 

 

 

一 

手
数
料
の
額
が
当
該
研
修
事
務
の
適
正
な
実
施
に
要
す
る
費
用
の
額
を
超
え
な
い
こ
と
。 

 
二 
特
定
の
者
に
対
し
て
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
を
す
る
も
の
で
な
い
こ
と
。 

附 
則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
政
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
準
備
行
為
） 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
を
制
定
す
る
た
め
に
、
法
の
施
行
の
日
前
に
お
い
て

も
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
、
法
務
大
臣
に
協
議
し
、
及
び
中
央
教
育
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
こ
と
が
で

き
る
。 

 

（
文
部
科
学
省
組
織
令
及
び
中
央
教
育
審
議
会
令
の
一
部
改
正
） 

３ 

次
に
掲
げ
る
政
令
の
規
定
中
「
及
び
社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
」
を
「
、
社
会
教
育
法
（
昭
和

二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
及
び
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に

関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
一
号
）
第
十
五
条
」
に
改
め
る
。 



 

 

 

一 

文
部
科
学
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
一
号
）
第
七
十
六
条
第
一
項
第
五
号 

 
二 
中
央
教
育
審
議
会
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
八
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
表
生
涯
学
習
分
科
会
の
項
第
五
号 
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○
文
部
科
学
省
令
第
三
十
九
号 

 
 

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四

十
一
号
）
及
び
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
令
和
五
年
政
令
第
三
百
二
十
七
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実

な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
   

令
和
五
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

 

文
部
科
学
大
臣 

盛
山 

正
仁 

 
 
 

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則 

目
次 

 

第
一
章 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
（
第
一
条―
第
十
三
条
） 

 

第
二
章 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
教
員
の
資
格 

 
 

第
一
節 

登
録
日
本
語
教
員
（
第
十
四
条―

第
二
十
条
） 

 
 

第
二
節 

日
本
語
教
員
試
験
（
第
二
十
一
条―

第
二
十
七
条
） 

itor
テキストボックス
別添３
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第
三
節 

実
践
研
修
（
第
二
十
八
条―

第
三
十
二
条
） 

 
 

第
四
節 

指
定
試
験
機
関
（
第
三
十
三
条―

第
四
十
八
条
） 

 
 

第
五
節 

登
録
実
践
研
修
機
関
（
第
四
十
九
条―

第
六
十
五
条
） 

 
 

第
六
節 
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
（
第
六
十
六
条―

第
七
十
四
条
） 

 
 

第
七
節 

雑
則
（
第
七
十
五
条
） 

 

附
則 

 
 
 

第
一
章 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定 

 

（
認
定
の
申
請
） 

第
一
条 

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、
設
置
者
が
同
条
第
三

項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
第
一
号
イ
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号

ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
、
国
又
は
地
方
公
共
団
体
で
あ
る
場
合
に
は
第
一
号
及
び
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類

を
除
く
。 
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一 

設
置
者
が
法
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類 

イ 

法
人
の
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

ロ 
役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類 

二 

設
置
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書 

三 

設
置
者
の
資
産
及
び
負
債
の
状
況
を
示
す
書
類 

四 

事
業
計
画
並
び
に
経
費
の
見
積
り
及
び
維
持
方
法
に
関
す
る
書
類 

五 

認
定
（
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
係
る
日
本
語
教
育
課
程
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本

語
教
育
課
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
実
施
以
外
の
業
務
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
業
務
の
種
類
及
び
概
要
を

記
載
し
た
書
類 

六 

教
員
及
び
職
員
の
体
制
並
び
に
校
長
（
副
校
長
を
置
く
日
本
語
教
育
機
関
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
機
関

を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
あ
っ
て
は
、
副
校
長
を
含
む
。
第
三
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
教
員
、
事
務
を
統
括
す
る
職

員
及
び
留
学
の
た
め
の
課
程
（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
認
定
基
準
（
令
和
五
年
文
部
科
学
省
令
第
四
十
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
留
学
の
た
め
の
課
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
置
く
日
本
語
教
育
機
関
に
あ
っ
て
は
生
活
指
導
担
当
者
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の
資
格
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類 

七 
校
地
、
校
舎
そ
の
他
直
接
日
本
語
教
育
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
用
に
供
す

る
土
地
及
び
建
物
（
第
五
条
に
お
い
て
「
校
地
校
舎
等
」
と
い
う
。
）
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類
及
び
図
面
並
び
に
当
該

土
地
及
び
建
物
の
登
記
事
項
証
明
書
そ
の
他
の
当
該
土
地
及
び
建
物
に
関
す
る
権
利
関
係
を
示
す
書
類 

八 

設
備
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

九 

日
本
語
教
育
課
程
の
内
容
及
び
修
了
要
件
並
び
に
学
習
の
評
価
方
法
を
記
載
し
た
書
類 

十 

教
材
の
一
覧
表 

十
一 

入
学
者
の
募
集
及
び
選
考
に
関
す
る
書
類 

十
二 

生
徒
の
学
習
上
及
び
生
活
上
の
支
援
の
た
め
の
体
制
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

十
三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
書
類 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
に
よ
り
証
明
す
べ
き
事
実
の
確
認
に
支
障
が
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当

該
書
類
の
添
付
を
省
略
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

法
第
二
条
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
（
留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
か
な
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い
日
本
語
教
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
。 

一 
日
本
語
教
育
機
関
の
基
本
理
念
、
目
的
及
び
目
標 

二 

校
長 

三 

教
員
の
体
制 

四 

事
務
を
統
括
す
る
職
員 

五 

校
地
及
び
校
舎 

六 

日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
、
目
標
、
概
要
及
び
収
容
定
員
数 

七 

授
業
料
そ
の
他
の
日
本
語
教
育
機
関
が
徴
収
す
る
費
用 

八 

生
活
指
導
担
当
者 

九 

学
則 

 

（
学
則
） 

第
二
条 

前
条
第
三
項
第
九
号
の
学
則
中
に
は
、
少
な
く
と
も
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
か
な
い
日
本

語
教
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、
第
十
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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一 

日
本
語
教
育
課
程
の
修
業
期
間
、
学
期
及
び
授
業
を
行
わ
な
い
日
に
関
す
る
事
項 

二 
教
育
課
程
及
び
授
業
日
時
数
に
関
す
る
事
項 

三 

学
習
の
評
価
及
び
日
本
語
教
育
課
程
修
了
の
要
件
に
関
す
る
事
項 

四 

収
容
定
員
に
関
す
る
事
項 

五 

教
員
及
び
職
員
の
体
制
に
関
す
る
事
項 

六 

入
学
、
退
学
、
転
学
、
休
学
及
び
卒
業
に
関
す
る
事
項 

七 

授
業
料
、
入
学
料
そ
の
他
の
費
用
徴
収
及
び
返
還
に
関
す
る
事
項 

八 

賞
罰
に
関
す
る
事
項 

九 

寄
宿
舎
を
置
く
場
合
に
は
、
寄
宿
舎
に
関
す
る
事
項 

十 

健
康
診
断
に
関
す
る
事
項 

 

（
認
定
の
公
表
） 

第
三
条 

法
第
二
条
第
五
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

認
定
を
受
け
た
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
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び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
） 

二 
認
定
を
受
け
た
日
本
語
教
育
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地 

三 

認
定
を
受
け
た
日
本
語
教
育
機
関
の
基
本
理
念
、
目
的
及
び
目
標 

四 

認
定
の
年
月
日 

五 

教
員
及
び
職
員
の
体
制
の
概
要 

六 

日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
、
目
標
、
概
要
及
び
収
容
定
員
数 

七 

授
業
料
そ
の
他
の
認
定
を
受
け
た
日
本
語
教
育
機
関
が
徴
収
す
る
費
用 

八 

生
徒
の
学
習
上
及
び
生
活
上
の
支
援
の
た
め
の
体
制
の
概
要 

 

（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
よ
る
情
報
の
公
表
） 

第
四
条 

法
第
三
条
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
（
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
者

の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
） 

二 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地 
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三 

日
本
語
教
育
課
程
の
授
業
科
目
及
び
そ
の
内
容 

四 
生
徒
、
教
員
及
び
職
員
の
数 

五 

授
業
料
そ
の
他
の
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
徴
収
す
る
費
用 

六 

学
則 

２ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
公
表
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
情
報
に
つ
い

て
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
他
の
認
定
日
本
語
教
育
機
関
と
混
同
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
表
示
そ
の
他
の
誤
解
を
生
じ

さ
せ
る
表
示
又
は
虚
偽
の
表
示
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
表
示
） 

第
五
条 

法
第
五
条
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

生
徒
、
教
員
又
は
職
員
の
募
集
の
広
告
又
は
文
書 

二 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
広
告 

三 

宣
伝
用
物
品 

四 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
校
地
校
舎
等 
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五 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
方
法
に
よ
り
公
衆
の
閲
覧
に
供
す
る
情
報 

２ 
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
認
定
に
係
る
日
本
語
教
育
課
程
の
実
施
そ
の
他
の
法
に
基
づ
く
業
務
以
外
の
業
務
に
つ
い

て
、
認
定
を
受
け
た
も
の
と
誤
解
を
生
じ
さ
せ
る
表
示
を
し
て
は
な
ら
な
い
。 

（
変
更
の
届
出
） 

第
六
条 

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
よ
っ
て
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

一 

当
該
届
出
に
係
る
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地 

二 

変
更
の
内
容
及
び
理
由 

三 

変
更
の
年
月
日 

２ 

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
の
う
ち
、
日
本
語
教
育
課
程
の
新
設
又
は
収
容
定
員
数
の
変
更
に
係
る
変

更
の
届
出
に
あ
っ
て
は
、
前
項
の
届
出
書
に
は
、
当
該
新
設
又
は
収
容
定
員
数
の
変
更
を
す
る
日
本
語
教
育
課
程
に
係
る
第

一
条
第
一
項
第
六
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
の
う
ち
、
日
本
語
教
育
課
程
の
新
設
又
は
収
容
定
員
数
の
変
更
に
係
る
変
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更
の
届
出
以
外
の
届
出
に
あ
っ
て
は
、
第
一
項
の
届
出
書
に
は
、
第
一
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
書
類
の
う
ち
当
該
変
更
事

項
に
係
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
点
検
及
び
評
価
） 

第
七
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
点
検
及
び
評
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る

項
目
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
毎
年
一
回
以
上
、
適
当
な
体
制
を
整
え
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
目
的
及
び
目
標
の
達
成
状
況
に
関
す
る
こ
と
。 

二 

教
員
及
び
職
員
の
組
織
運
営
に
関
す
る
こ
と
。 

三 

施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
こ
と
。 

四 

日
本
語
教
育
課
程
の
編
成
及
び
実
施
に
関
す
る
こ
と
。 

五 

卒
業
の
認
定
及
び
学
習
の
成
果
に
関
す
る
こ
と
。 

六 

生
徒
へ
の
学
習
上
及
び
生
活
上
の
支
援
に
関
す
る
こ
と
。 

七 

教
育
活
動
等
の
改
善
を
継
続
的
に
行
う
仕
組
み
に
関
す
る
こ
と
。 

八 

財
務
に
関
す
る
こ
と
。 
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（
第
三
者
評
価
） 

第
八
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
そ
の
教
育
水
準
の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
法
第
八
条
第
一
項
の
点
検
及
び
評
価
に
加

え
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本
語
教
育
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
定
期
的
に
、
日
本
語
教
育
に
つ
い
て
相

当
の
知
見
を
有
す
る
第
三
者
に
よ
る
評
価
を
受
け
、
そ
の
結
果
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
期
報
告
） 

第
九
条 

法
第
九
条
第
一
項
の
報
告
は
、
毎
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
（
留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
か
な
い

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、
第
九
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
を
記
載
し
た
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出

す
る
こ
と
に
よ
り
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

設
置
者
が
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
ロ
に
掲
げ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
収
支
並
び
に
資
産
及
び
負
債
の
状
況 

二 

教
員
及
び
職
員
の
体
制
の
整
備
状
況 

三 

施
設
及
び
設
備
の
整
備
状
況 

四 

日
本
語
教
育
課
程
の
編
成
、
使
用
教
材
及
び
担
当
教
員
の
状
況 

五 

生
徒
の
学
習
上
及
び
生
活
上
の
支
援
の
実
施
状
況 
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六 

入
学
者
の
数
及
び
在
学
す
る
生
徒
の
数 

七 
生
徒
の
授
業
へ
の
出
席
率 

八 

卒
業
し
た
者
の
数
並
び
に
退
学
し
た
者
の
数
及
び
そ
の
う
ち
履
修
し
た
日
本
語
教
育
課
程
の
目
標
の
日
本
語
を
理
解

し
、
使
用
す
る
能
力
を
習
得
し
た
者
の
数 

九 

進
学
者
の
数
、
就
職
者
の
数
そ
の
他
進
学
及
び
就
職
の
状
況 

十 

学
習
の
成
果
（
卒
業
時
に
お
け
る
生
徒
の
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
能
力
に
関
す
る
こ
と
を
含
む
。
）
、
こ
れ
に

係
る
評
価
の
実
施
及
び
日
本
語
教
育
課
程
の
修
了
の
要
件
の
策
定
の
状
況 

（
帳
簿
の
記
載
事
項
等
） 

第
十
条 

法
第
十
条
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
（
留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
か
な
い
認
定
日

本
語
教
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、
第
七
号
に
掲
げ
る
事
項
を
除
く
。
）
。 

一 

日
本
語
教
育
課
程
の
日
課
、
教
材
一
覧
及
び
日
ご
と
の
活
動
状
況 

二 

教
員
及
び
職
員
の
氏
名
、
履
歴
、
出
勤
状
況
並
び
に
担
当
学
級
又
は
担
当
の
授
業
科
目
及
び
時
間
表 

三 

生
徒
の
学
習
の
状
況
の
記
録
及
び
出
席
状
況 
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四 

入
学
者
の
募
集
、
選
考
及
び
成
績
考
査
に
関
す
る
事
項 

五 
生
徒
の
学
習
上
及
び
生
活
上
の
支
援
の
実
施
状
況 

六 

資
産
、
出
納
及
び
経
費
の
予
算
決
算
並
び
に
図
書
、
機
械
器
具
そ
の
他
の
教
具
の
目
録
に
関
す
る
事
項 

七 

生
徒
の
健
康
の
状
況
、
医
師
そ
の
他
の
生
徒
の
健
康
の
保
持
増
進
に
従
事
す
る
者
の
勤
務
状
況
及
び
生
徒
の
健
康
診
断

の
実
施
状
況 

２ 

法
第
十
条
の
帳
簿
は
、
記
載
の
日
か
ら
五
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
前
項
第
三
号
の
生
徒
の
学
習
の

状
況
の
記
録
の
う
ち
入
学
、
卒
業
等
の
学
籍
に
関
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
保
存
期
間
は
、
記
載
の
日
か
ら
二
十
年
間

と
す
る
。 

（
廃
止
の
届
出
） 

第
十
一
条 

法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
廃
止
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
よ
っ
て
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

廃
止
し
よ
う
と
す
る
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地 

二 

廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 
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三 

廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由 

 
（
法
務
大
臣
と
の
協
議
等
） 

第
十
二
条 
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
文
部
科
学
大
臣
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
法
務
大
臣
に
協
議
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

一 

留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
く
日
本
語
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
認
定
を
す
る
と
き
。 

 

二 

留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
つ
い
て
、
法
第
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
を
取
り
消

す
と
き
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
の
う
ち
、
留
学
の
た
め
の
課
程
の
新
設
、
廃
止
又
は

収
容
定
員
数
の
変
更
に
係
る
も
の
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
法
務
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
係
る
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
廃

止
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
法
務
大
臣
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
関
係
行
政
機
関
の
長
と
の
協
力
等
） 

第
十
三
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
務
大
臣
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
長
に
対
し
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
日
本

語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 
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２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
務
大
臣
に
対
し
、
認
定
及
び
第
六
条
第
二
項
の
変
更
の
届
出
（
留
学
の
た
め
の
課
程
に
係
る
も
の

に
限
る
。
）
に
係
る
事
実
の
確
認
に
関
し
必
要
な
資
料
の
提
供
そ
の
他
の
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
務
大
臣
そ
の
他
の
関
係
行
政
機
関
の
長
か
ら
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
法
第
二
条
第
三
項
各
号

の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
旨
の
情
報
の
提
供
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
対
し
、
速
や
か

に
、
法
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
又
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
当
該
関
係
行
政
機

関
の
長
と
連
携
協
力
し
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
法
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
そ
の
他
の
必
要
な

措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 

第
二
章 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
教
員
の
資
格 

 
 
 
 

第
一
節 

登
録
日
本
語
教
員 

（
登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
の
申
請
） 

第
十
四
条 

法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
文
部
科
学
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

氏
名 
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二 

生
年
月
日 

三 
本
籍
地
都
道
府
県
名
（
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
者
に
あ
っ
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
八
十

一
号
）
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
。
以
下
同
じ
。
） 

四 

日
本
語
教
員
試
験
（
法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
日
本
語
教
員
試
験
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
合
格
し
た
年
月

日
及
び
合
格
証
書
の
番
号 

五 

実
践
研
修
（
法
第
十
七
条
第
一
項
の
実
践
研
修
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
修
了
し
た
年
月
日
及
び
当
該
実
践
研
修
の

実
施
者
の
氏
名
又
は
名
称
（
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
） 

２ 

前
項
の
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
七
条
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
（
出
入
国
管
理

及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
第
十
九
条
の
三
に
規
定
す
る
中
長
期
在
留
者
（
第
十
八
条
に

お
い
て
「
中
長
期
在
留
者
」
と
い
う
。
）
及
び
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に
基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱
し
た
者
等
の
出
入

国
管
理
に
関
す
る
特
例
法
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
一
号
）
に
定
め
る
特
別
永
住
者
（
第
十
八
条
に
お
い
て
「
特
別
永
住

者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定
す
る
国
籍
等
）
を
記
載
し
た
も
の
に
限
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る
。
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
第
四
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
（
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三

各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
、
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し
。
第
十
七
条
第
一
項
及
び
第
二
十
七
条
第

四
項
に
お
い
て
同
じ
。
） 

二 

日
本
語
教
員
試
験
の
合
格
証
書
の
写
し 

三 

実
践
研
修
の
修
了
証
書
の
写
し
（
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
修
了
証

書
の
写
し
に
代
え
て
、
次
条
の
要
件
に
該
当
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
） 

 

（
実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
と
同
等
以
上
の
技
術
を
有
す
る
者
） 

第
十
五
条 

法
第
十
七
条
第
三
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
外
国
の
大
学
（
こ
れ
に
準
ず
る
教
育
機
関
を
含
む
。

以
下
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
が
実
施
す
る
、
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
日
本
語
教
育

を
行
う
た
め
に
必
要
な
実
践
的
な
技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
研
修
を
修
了
し
た
者
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。 

（
登
録
日
本
語
教
員
登
録
簿
の
記
載
事
項
） 

第
十
六
条 

法
第
十
七
条
第
四
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

氏
名 
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二 

生
年
月
日 

三 
本
籍
地
都
道
府
県
名 

四 

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日 

五 

日
本
語
教
員
試
験
の
合
格
の
年
月
日
及
び
合
格
証
書
の
番
号 

六 

実
践
研
修
の
修
了
の
年
月
日
及
び
当
該
実
践
研
修
を
実
施
し
た
者
の
氏
名
又
は
名
称
（
法
第
十
七
条
第
三
項
の
規
定
の

適
用
を
受
け
た
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
旨
） 

（
登
録
証
再
交
付
の
申
請
等
） 

第
十
七
条 

法
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
証
の
再
交
付
の
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
戸

籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写
し
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

氏
名
及
び
住
所 

二 

生
年
月
日 

三 

本
籍
地
都
道
府
県
名 

四 

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日 



- 19 - 

 

五 

登
録
証
を
亡
失
し
、
又
は
登
録
証
が
滅
失
し
た
事
情 

２ 
登
録
日
本
語
教
員
（
法
第
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
日
本
語
教
員
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
前
項
の
申
請
を

し
た
後
、
失
っ
た
登
録
証
を
発
見
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
文
部
科
学
大
臣
に
返
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
変
更
の
届
出
） 

第
十
八
条 

法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
戸
籍
の
謄
本
又

は
抄
本
（
中
長
期
在
留
者
及
び
特
別
永
住
者
に
つ
い
て
は
住
民
票
の
写
し
（
住
民
基
本
台
帳
法
第
三
十
条
の
四
十
五
に
規
定

す
る
国
籍
等
を
記
載
し
た
も
の
に
限
る
。
）
及
び
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
し
、

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
十
九
条
の
三
各
号
に
掲
げ
る
者
に
つ
い
て
は
旅
券
そ
の
他
の
身
分
を
証
す
る
書
類
の
写
し

及
び
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
の
事
由
を
証
す
る
書
類
と
す
る
。
）
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

一 

当
該
届
出
に
係
る
登
録
日
本
語
教
員
の
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
本
籍
地
都
道
府
県
名 

二 

変
更
の
内
容
及
び
理
由 

三 

変
更
の
年
月
日 

（
日
本
語
教
員
登
録
簿
の
登
録
の
訂
正
等
） 
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第
十
九
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
又
は
法
第
二
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
日
本
語
教
員
登
録
簿
の
当
該
登
録
日
本
語
教
員
に
関

す
る
登
録
を
訂
正
し
又
は
消
除
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
登
録
の
訂
正
又
は
消
除
の
理
由
及
び
そ
の
年
月
日
を
登
録
日
本

語
教
員
登
録
簿
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
登
録
等
の
手
数
料
の
納
付
） 

第
二
十
条 

法
第
二
十
条
の
手
数
料
は
、
第
十
四
条
第
一
項
の
申
請
書
、
第
十
七
条
第
一
項
の
申
請
書
又
は
第
十
八
条
の
届
出

書
に
収
入
印
紙
を
貼
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
手
数
料
は
、
こ
れ
を
返
還
し
な
い
。 

 
 
 
 

第
二
節 

日
本
語
教
員
試
験 

 

（
試
験
の
免
除
） 

第
二
十
一
条 

法
第
二
十
三
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。 

一 

免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
基
礎
試
験
が
行
わ
れ
る
日
以
前
に
行
わ
れ
た
日
本
語
教
員
試
験
の
基
礎
試
験
の
合
格 

二 

外
国
の
大
学
で
あ
っ
て
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
も
の
が
実
施
す
る
、
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
基
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礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
の
修
了 

２ 
法
第
二
十
三
条
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
は
、
別
に
こ
れ
を
定
め
る
。 

（
試
験
の
期
日
等
の
公
表
） 

第
二
十
二
条 
文
部
科
学
大
臣
（
指
定
試
験
機
関
（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
試
験
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の

節
及
び
第
四
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
試
験
事
務
（
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
事
務
を
い
う
。
第
四
節
に
お

い
て
同
じ
。
）
を
行
う
場
合
に
は
、
指
定
試
験
機
関
。
第
二
十
五
条
及
び
第
二
十
七
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
日
本
語
教

員
試
験
の
期
日
及
び
場
所
並
び
に
日
本
語
教
員
試
験
申
込
書
の
提
出
期
限
そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
示
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
試
験
の
実
施
方
法
等
） 

第
二
十
三
条 

日
本
語
教
員
試
験
は
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
行
う
。 

２ 

基
礎
試
験
及
び
応
用
試
験
の
い
ず
れ
に
も
合
格
し
、
又
は
免
除
を
受
け
た
者
を
日
本
語
教
員
試
験
の
合
格
者
と
す
る
。 

３ 

応
用
試
験
の
合
格
者
の
判
定
は
、
そ
の
回
の
日
本
語
教
員
試
験
に
お
け
る
基
礎
試
験
に
合
格
し
た
者
及
び
基
礎
試
験
の
免

除
を
受
け
た
者
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。 
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（
試
験
の
科
目
） 

第
二
十
四
条 

基
礎
試
験
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
。 

一 

社
会
・
文
化
・
地
域
基
礎
に
関
す
る
科
目 

二 

言
語
と
社
会
基
礎
に
関
す
る
科
目 

三 

言
語
と
心
理
基
礎
に
関
す
る
科
目 

四 

言
語
と
教
育
基
礎
に
関
す
る
科
目 

五 

言
語
基
礎
に
関
す
る
科
目 

２ 

応
用
試
験
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
行
う
。 

一 

社
会
・
文
化
・
地
域
応
用
に
関
す
る
科
目 

二 

言
語
と
社
会
応
用
に
関
す
る
科
目 

三 

言
語
と
心
理
応
用
に
関
す
る
科
目 

四 

言
語
と
教
育
応
用
に
関
す
る
科
目 

五 

言
語
応
用
に
関
す
る
科
目 
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六 

前
各
号
に
掲
げ
る
科
目
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
に
係
る
総
合
的
な
能
力
に
関
す
る
科
目 

（
試
験
の
受
験
手
続
） 

第
二
十
五
条 

日
本
語
教
員
試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
日
本
語
教
員
試
験
受
験
申
込
書

を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

氏
名
及
び
住
所 

二 

生
年
月
日 

三 

本
籍
地
都
道
府
県
名 

四 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

２ 

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
二
十
三
条
の
規
定
に
よ
る
基
礎
試
験
又
は
応
用
試
験
の
免
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、

同
項
の
日
本
語
教
員
試
験
受
験
申
込
書
に
同
条
第
一
号
又
は
第
二
号
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
受
験
手
数
料
の
納
付
） 

第
二
十
六
条 

法
第
二
十
五
条
の
手
数
料
は
、
国
に
納
付
す
る
場
合
に
は
前
条
第
一
項
の
日
本
語
教
員
試
験
受
験
申
込
書
に
当
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該
手
数
料
の
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を
貼
る
こ
と
に
よ
り
、
指
定
試
験
機
関
に
納
付
す
る
場
合
に
は
試
験
事
務
規
程

（
法
第
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
試
験
事
務
規
程
を
い
う
。
第
四
十
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
合
格
証
書
の
交
付
等
） 

第
二
十
七
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
日
本
語
教
員
試
験
に
合
格
し
た
者
に
対
し
、
合
格
証
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
基
礎
試
験
に
合
格
し
た
者
（
前
項
の
規
定
に
よ
り
合
格
証
書
の
交
付
を
受
け
る
者
を
除
く
。
）
に
対

し
、
基
礎
試
験
合
格
証
明
書
を
交
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

合
格
証
書
又
は
基
礎
試
験
合
格
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
者
は
、
合
格
証
書
若
し
く
は
基
礎
試
験
合
格
証
明
書
を
亡
失

し
、
又
は
合
格
証
書
若
し
く
は
基
礎
試
験
合
格
証
明
書
が
滅
失
し
た
と
き
は
、
文
部
科
学
大
臣
に
申
請
を
し
て
、
そ
の
再
交

付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。 

４ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
申
請
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
戸
籍
の
謄
本
若
し
く
は
抄
本
又
は
住
民
票
の
写

し
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

申
請
者
の
氏
名
及
び
住
所 
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二 

生
年
月
日 

三 
本
籍
地
都
道
府
県
名 

四 

合
格
し
た
日
本
語
教
員
試
験
の
受
験
番
号
及
び
受
験
年
月
日 

五 

合
格
証
書
若
し
く
は
基
礎
試
験
合
格
証
明
書
を
亡
失
し
、
又
は
合
格
証
書
若
し
く
は
基
礎
試
験
合
格
証
明
書
が
滅
失
し

た
事
情 

 
 
 
 

第
三
節 

実
践
研
修 

（
実
践
研
修
の
科
目
） 

第
二
十
八
条 

法
第
二
十
七
条
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
科
目
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
と
す
る
。 

一 

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
科
目 

二 

授
業
見
学
に
関
す
る
科
目 

三 

授
業
準
備
に
関
す
る
科
目 

四 

模
擬
授
業
に
関
す
る
科
目 

五 

教
壇
実
習
に
関
す
る
科
目 
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六 

実
践
研
修
全
体
総
括
に
関
す
る
科
目 

（
実
践
研
修
の
受
講
資
格
） 

第
二
十
九
条 

実
践
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
す
る
。 

一 

受
け
よ
う
と
す
る
実
践
研
修
が
開
始
さ
れ
る
日
以
前
に
行
わ
れ
た
日
本
語
教
員
試
験
の
基
礎
試
験
に
合
格
し
た
者 

二 

養
成
課
程
（
法
第
二
十
三
条
第
一
号
に
規
定
す
る
養
成
課
程
を
い
う
。
第
六
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
第
二
十
一
条

第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が
指
定
す
る
外
国
の
大
学
が
実
施
す
る
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要

な
基
礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
課
程
を
修
了
し
た
者
及
び
修
了
す
る
見
込
み
の
者 

三 

法
第
二
十
三
条
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
を
有
す
る
者 

（
実
践
研
修
の
受
講
手
続
） 

第
三
十
条 

実
践
研
修
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
実
践
研
修
受
講
申
込
書
を
文
部
科
学
大
臣

（
登
録
実
践
研
修
機
関
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
実
践
研
修
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
が
実
施
す
る

実
践
研
修
に
あ
っ
て
は
、
当
該
登
録
実
践
研
修
機
関
。
第
四
号
及
び
第
三
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 
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一 

氏
名
及
び
住
所 

二 
生
年
月
日 

三 

本
籍
地
都
道
府
県
名 

四 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

（
受
講
手
数
料
の
納
付
） 

第
三
十
一
条 

法
第
二
十
七
条
第
二
項
の
手
数
料
は
、
国
に
納
付
す
る
場
合
に
は
前
条
の
実
践
研
修
受
講
申
込
書
に
当
該
手
数

料
の
額
に
相
当
す
る
額
の
収
入
印
紙
を
貼
る
こ
と
に
よ
り
、
登
録
実
践
研
修
機
関
に
納
付
す
る
場
合
に
は
研
修
事
務
規
程

（
法
第
四
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
研
修
事
務
規
程
を
い
う
。
第
五
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
修
了
証
書
の
交
付
） 

第
三
十
二
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
様
式
第
一
に
よ
り
作
成
し
た
修
了
証
書
を
交
付
す
る

も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
四
節 

指
定
試
験
機
関 
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（
受
験
停
止
等
の
処
分
の
報
告
） 

第
三
十
三
条 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
法
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
職

権
を
行
っ
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

一 

処
分
の
内
容
及
び
年
月
日 

二 

不
正
行
為
に
関
係
あ
る
者
の
本
籍
地
都
道
府
県
名
、
住
所
、
氏
名
及
び
生
年
月
日 

三 

不
正
行
為
の
あ
っ
た
試
験
の
種
別
及
び
年
月
日 

四 

不
正
行
為
の
内
容 

五 

そ
の
他
参
考
と
な
る
事
項 

（
指
定
の
申
請
） 

第
三
十
四
条 

法
第
二
十
九
条
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

定
款
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

二 

試
験
事
務
の
実
施
に
関
す
る
計
画
を
記
載
し
た
書
類 
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三 

申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
の
直
前
の
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表
及
び
当
該
事
業
年
度
末
の
財
産
目
録 

四 
申
請
の
日
の
属
す
る
事
業
年
度
及
び
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書 

五 

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類 

六 

現
に
行
っ
て
い
る
業
務
の
概
要
を
記
載
し
た
書
類 

２ 

法
第
二
十
九
条
第
二
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

試
験
事
務
を
行
お
う
と
す
る
主
た
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

二 

試
験
事
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

 

（
指
定
の
公
示
） 

第
三
十
五
条 

法
第
二
十
九
条
第
五
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

指
定
を
受
け
た
者
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

二 

指
定
を
し
た
年
月
日 

三 

試
験
事
務
の
開
始
の
年
月
日 

（
変
更
の
届
出
） 
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第
三
十
六
条 

法
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
変
更
の
事
実

を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

変
更
の
内
容
及
び
理
由 

二 

変
更
の
年
月
日 

（
役
員
の
選
任
等
の
認
可
の
申
請
） 

第
三
十
七
条 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
一
条
第
一
項
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

選
任
に
係
る
役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
又
は
解
任
に
係
る
役
員
の
氏
名 

二 

選
任
又
は
解
任
の
理
由 

（
試
験
委
員
の
要
件
） 

第
三
十
八
条 

法
第
三
十
二
条
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
要
件
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
あ
る

こ
と
と
す
る
。 

一 

大
学
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
（
外
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国
の
大
学
を
含
む
。
）
に
お
い
て
日
本
語
教
育
若
し
く
は
試
験
に
関
す
る
科
目
を
担
当
す
る
教
授
若
し
く
は
准
教
授
の
職

に
あ
り
、
又
は
あ
っ
た
者 

二 

日
本
語
教
育
又
は
試
験
に
関
す
る
科
目
の
研
究
に
よ
り
博
士
の
学
位
（
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
に
相
当
す
る

学
位
を
含
む
。
）
を
授
与
さ
れ
た
者 

三 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
五
年
以
上
日
本
語
教
育
課
程
を
担
当
し
た
経
験
を
有
す
る
者 

四 

日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
試
験
又
は
日
本
語
を
理
解
し
、

使
用
す
る
能
力
を
有
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
試
験
に
関
す
る
業
務
に
五
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者 

（
試
験
委
員
の
選
任
等
の
届
出
） 

第
三
十
九
条 

法
第
三
十
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
試
験
委
員
の
選
任
及
び
変
更
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し

た
届
出
書
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

選
任
し
た
試
験
委
員
の
氏
名
及
び
経
歴
又
は
変
更
し
た
試
験
委
員
の
氏
名 

二 

選
任
又
は
変
更
の
理
由 

三 

選
任
し
、
又
は
変
更
し
た
年
月
日 
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（
試
験
事
務
規
程
の
認
可
の
申
請
） 

第
四
十
条 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た
申

請
書
に
試
験
事
務
規
程
を
添
え
て
、
こ
れ
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

変
更
の
内
容
及
び
理
由 

二 

変
更
の
年
月
日 

（
試
験
事
務
規
程
の
記
載
事
項
） 

第
四
十
一
条 

法
第
三
十
四
条
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

試
験
事
務
の
実
施
の
方
法
に
関
す
る
事
項 

二 

受
験
手
数
料
の
収
納
の
方
法
に
関
す
る
事
項 

三 

試
験
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項 

四 

試
験
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項 
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五 

そ
の
他
試
験
事
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項 

（
事
業
計
画
等
の
認
可
の
申
請
） 

第
四
十
二
条 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た

申
請
書
に
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書
を
添
え
て
、
こ
れ
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
五
条
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

変
更
の
内
容
及
び
理
由 

二 

変
更
の
年
月
日 

（
事
業
報
告
書
等
の
提
出
） 

第
四
十
三
条 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
五
条
第
二
項
の
事
業
報
告
書
及
び
収
支
決
算
書
に
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録

を
添
え
て
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
試
験
事
務
に
関
す
る
帳
簿
の
記
載
事
項
等
） 

第
四
十
四
条 

法
第
三
十
六
条
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 
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一 

試
験
年
月
日 

二 
試
験
地 

三 

受
験
者
の
受
験
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
都
道
府
県
名
、
住
所
並
び
に
基
礎
試
験
及
び
日
本
語
教
員
試
験
の

合
否
の
別 

四 

試
験
科
目
ご
と
の
成
績 

五 

基
礎
試
験
又
は
日
本
語
教
員
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
基
礎
試
験
合
格
証
明
書
又
は
合
格
証
書
の
番
号 

六 

基
礎
試
験
又
は
日
本
語
教
員
試
験
に
合
格
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
合
格
年
月
日 

２ 

法
第
三
十
六
条
の
帳
簿
は
、
試
験
事
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
試
験
結
果
の
報
告
） 

第
四
十
五
条 

指
定
試
験
機
関
は
、
試
験
事
務
を
実
施
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
文

部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

試
験
年
月
日 

二 

試
験
地 
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三 

受
験
申
込
者
の
数 

四 
受
験
者
の
数 

五 

基
礎
試
験
及
び
日
本
語
教
員
試
験
に
合
格
し
た
者
の
数 

六 

基
礎
試
験
及
び
日
本
語
教
員
試
験
の
合
格
年
月
日 

２ 

前
項
の
報
告
書
に
は
、
日
本
語
教
員
試
験
に
合
格
し
た
者
の
合
格
証
書
の
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
本
籍
地
都
道
府

県
名
を
記
載
し
た
合
格
者
一
覧
表
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
試
験
事
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
） 

第
四
十
六
条 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
試
験
事
務
の
範
囲 

二 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

三 

休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間 

四 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由 
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（
指
定
試
験
機
関
の
試
験
事
務
等
の
文
部
科
学
大
臣
へ
の
引
継
ぎ
） 

第
四
十
七
条 

指
定
試
験
機
関
は
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
廃
止
し
た

と
き
、
法
第
四
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
又
は
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が
試
験
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
自
ら
行
う
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

一 

試
験
事
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。 

二 

試
験
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。 

三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

 

（
文
部
科
学
大
臣
の
試
験
事
務
等
の
指
定
試
験
機
関
へ
の
引
継
ぎ
） 

第
四
十
八
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
四
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
っ
て
い
る
試
験
事
務
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る

場
合
に
は
、
当
該
試
験
事
務
を
終
止
す
る
日
以
後
に
お
い
て
、
前
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
帳
簿
及
び
書
類
を

指
定
試
験
機
関
に
返
還
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

文
部
科
学
大
臣
は
、
前
項
に
規
定
す
る
場
合
又
は
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
に
よ
り
自
ら
行
っ
て
い
た
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試
験
事
務
を
行
わ
な
い
こ
と
と
す
る
場
合
に
は
、
試
験
事
務
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
帳
簿
及
び
書
類
を
指
定
試
験
機
関
に

送
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
五
節 

登
録
実
践
研
修
機
関 

（
登
録
実
践
研
修
機
関
の
登
録
の
申
請
） 

第
四
十
九
条 

法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

登
録
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
登
録
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
人

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
独
立
行

政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
独
立
行
政
法
人
、
国
立
大
学
法
人
法
（
平

成
十
五
年
法
律
第
百
十
二
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
立
大
学
法
人
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
五
年

法
律
第
百
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
方
独
立
行
政
法
人
（
第
六
十
六
条
に
お
い
て
「
独
立
行
政
法
人
等
」

と
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
イ
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
） 

イ 

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

ロ 

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類 
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二 

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書 

三 
実
践
研
修
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類 

イ 
実
践
研
修
に
お
い
て
実
施
す
る
科
目
、
各
科
目
の
内
容
及
び
時
間
数 

ロ 

教
壇
実
習
を
行
う
教
育
機
関
（
第
五
十
六
条
第
四
号
に
お
い
て
「
教
壇
実
習
機
関
」
と
い
う
。
）
の
概
要 

ハ 

実
践
研
修
の
指
導
を
行
う
者
の
氏
名
、
職
名
、
経
歴
及
び
担
当
科
目 

ニ 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

２ 

法
第
四
十
六
条
第
二
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

研
修
事
務
（
法
第
四
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
研
修
事
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
お
う
と

す
る
主
た
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

二 

研
修
事
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

 

（
実
践
研
修
の
時
間
数
） 

第
五
十
条 

法
第
四
十
六
条
第
三
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
時
間
数
は
、
法
第
二
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
科
目

の
合
計
で
四
十
五
単
位
時
間
（
第
二
十
八
条
第
五
号
の
教
壇
実
習
に
関
す
る
科
目
二
単
位
時
間
以
上
を
含
む
。
）
と
す
る
。
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こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
単
位
時
間
は
四
十
五
分
以
上
と
す
る
。 

（
実
践
研
修
の
指
導
者
の
要
件
） 

第
五
十
一
条 

法
第
四
十
六
条
第
三
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
及
び
経
験
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す

る
。 

一 

日
本
語
教
育
に
関
す
る
学
科
を
専
攻
し
、
又
は
日
本
語
教
育
に
関
す
る
科
目
の
研
究
に
よ
り
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の

学
位
（
学
校
教
育
法
第
百
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
（
専
門
職
大
学
の
前
期
課
程
を
修
了

し
た
者
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
並
び
に

外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
位
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
を
授
与
さ
れ
、
か
つ
、
日
本
語
教
育
に

関
す
る
研
究
業
績
を
有
す
る
こ
と
。 

二 

日
本
語
教
育
に
関
す
る
学
科
を
専
攻
し
、
又
は
日
本
語
教
育
に
関
す
る
科
目
の
研
究
に
よ
り
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の

学
位
を
授
与
さ
れ
、
か
つ
、
大
学
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
お
い
て
登
録
日
本
語
教
員
又
は
法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を

受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
対
象
と
し
た
研
修
又
は
授
業
の
業
務
に
一
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

三 

登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
を
受
け
、
か
つ
、
大
学
そ
の
他
の
教
育
機
関
に
お
い
て
登
録
日
本
語
教
員
又
は
法
第
十
七
条



- 40 - 

 

第
一
項
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
を
対
象
と
し
た
研
修
又
は
授
業
の
業
務
に
一
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有

す
る
こ
と
。 

四 

登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
を
受
け
、
か
つ
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
三
年
以
上
日
本
語
教
育
課
程
を
担
当
し

た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

 

（
登
録
実
践
研
修
機
関
登
録
簿
の
記
載
事
項
） 

第
五
十
二
条 

法
第
四
十
六
条
第
五
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日 

二 

登
録
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在

地
） 

三 

研
修
事
務
を
行
う
主
た
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

四 

研
修
事
務
を
開
始
す
る
年
月
日 

２ 

法
第
四
十
六
条
第
六
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
法
人
で
あ
る
登
録
実
践
研
修
機
関
の
代
表
者
の
氏
名
と
す

る
。 
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（
変
更
の
届
出
） 

第
五
十
三
条 

法
第
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に
変
更
の
事

実
を
証
す
る
書
類
を
添
え
て
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

変
更
の
内
容
及
び
理
由 

二 

変
更
の
年
月
日 

（
役
員
の
選
任
等
の
届
出
） 

第
五
十
四
条 

法
第
四
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
役
員
の
選
任
及
び
解
任
の
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
に

よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

選
任
し
た
役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
又
は
解
任
し
た
役
員
の
氏
名 

二 

選
任
又
は
解
任
の
理
由 

（
研
修
事
務
規
程
の
認
可
の
申
請
） 

第
五
十
五
条 

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
法
第
四
十
九
条
第
一
項
前
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
記
載

し
た
申
請
書
に
研
修
事
務
規
程
を
添
え
て
、
こ
れ
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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２ 

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
法
第
四
十
九
条
第
一
項
後
段
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載

し
た
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

変
更
の
内
容
及
び
理
由 

二 

変
更
の
年
月
日 

（
研
修
事
務
規
程
の
記
載
事
項
） 

第
五
十
六
条 

法
第
四
十
九
条
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

研
修
事
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項 

二 

研
修
事
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項 

三 

研
修
事
務
を
行
う
事
務
所
に
関
す
る
事
項 

四 

教
壇
実
習
機
関
に
関
す
る
事
項 

五 

実
践
研
修
の
日
程
及
び
公
示
方
法
に
関
す
る
事
項 

六 

実
践
研
修
の
受
講
の
申
請
に
関
す
る
事
項 

七 

実
践
研
修
の
修
了
の
要
件
に
関
す
る
事
項 
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八 

修
了
証
書
の
交
付
及
び
再
交
付
に
関
す
る
事
項 

九 
手
数
料
の
収
納
及
び
返
還
の
方
法
に
関
す
る
事
項 

十 

研
修
事
務
に
係
る
経
費
の
維
持
方
法
に
関
す
る
事
項 

十
一 

研
修
事
務
の
評
価
に
関
す
る
事
項 

十
二 

研
修
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項 

十
三 

法
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
等
の
作
成
、
事
務
所
へ
の
備
置
き
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

閲
覧
等
に
関
す
る
事
項
（
同
項
に
規
定
す
る
費
用
を
含
む
。
） 

十
四 

研
修
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項 

十
五 

不
正
な
受
講
者
の
処
分
に
関
す
る
事
項 

十
六 

そ
の
他
研
修
事
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項 

 

（
登
録
実
践
研
修
機
関
の
報
告
） 

第
五
十
七
条 

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
毎
年
六
月
三
十
日
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
文
部
科
学
大

臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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一 

実
践
研
修
を
担
当
す
る
指
導
者
そ
の
他
の
職
員
の
構
成 

二 
施
設
及
び
設
備 

三 

実
践
研
修
の
実
施
内
容 

四 

収
支
に
関
す
る
事
項 

五 

受
講
者
の
進
路
選
択
の
支
援
そ
の
他
の
支
援
に
関
す
る
事
項 

（
事
業
報
告
書
の
作
成
） 

第
五
十
八
条 

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
法
第
五
十
二
条
第
一
項
の
事
業
報
告
書
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

一 

毎
事
業
年
度
の
実
践
研
修
の
受
講
者
の
数 

二 

毎
事
業
年
度
の
実
践
研
修
の
修
了
者
の
数
及
び
修
了
時
の
成
績 

三 

そ
の
他
当
該
登
録
実
践
研
修
機
関
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

（
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
表
示
す
る
方
法
等
） 

第
五
十
九
条 

法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
電
磁
的
記
録
に
記
録
さ
れ
た
事
項
を
紙
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面
又
は
出
力
装
置
の
映
像
面
に
表
示
す
る
方
法
と
す
る
。 

２ 
法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
四
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
方
法
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
の
う
ち
、
登
録
実
践
研
修
機
関

が
定
め
る
も
の
と
す
る
。 

一 

電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る
方
法
の
う
ち
イ
又
は
ロ
に
掲
げ
る
も
の 

イ 

登
録
実
践
研
修
機
関
（
ロ
に
お
い
て
「
送
信
者
」
と
い
う
。
）
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
電
磁
的
記
録
に
記
録

さ
れ
た
事
項
の
提
供
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
（
以
下
こ
の
号
及
び
次
項
に
お
い
て
「
受
信
者
」
と
い
う
。
）
の
使
用
に

係
る
電
子
計
算
機
と
を
接
続
す
る
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
送
信
し
、
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら

れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
す
る
方
法 

ロ 

送
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
情
報
の
内
容
を
電
気
通
信
回
線
を
通

じ
て
受
信
者
の
閲
覧
に
供
し
、
当
該
受
信
者
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
当
該
情
報
を
記

録
す
る
方
法 

二 

電
磁
的
記
録
媒
体
（
電
磁
的
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
を
い
う
。
）
を
も
っ
て
調
製
す
る
フ
ァ
イ
ル
に
情
報
を
記
録
し
た

も
の
を
交
付
す
る
方
法 
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３ 

前
項
各
号
に
掲
げ
る
方
法
は
、
受
信
者
が
フ
ァ
イ
ル
へ
の
記
録
を
出
力
す
る
こ
と
に
よ
り
書
面
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
研
修
事
務
に
関
す
る
帳
簿
の
記
載
事
項
等
） 

第
六
十
条 

法
第
五
十
三
条
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

受
講
者
の
氏
名
、
生
年
月
日
、
本
籍
地
都
道
府
県
名
及
び
住
所 

二 

受
講
者
の
成
績 

三 

実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
修
了
証
書
の
番
号 

四 

実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
修
了
年
月
日 

２ 

法
第
五
十
三
条
の
帳
簿
は
、
研
修
事
務
を
廃
止
す
る
ま
で
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
実
践
研
修
結
果
の
報
告
） 

第
六
十
一
条 

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
研
修
事
務
を
実
施
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書

を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

受
講
者
の
数 
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二 

修
了
者
の
数 

三 
修
了
の
年
月
日 

２ 

前
項
の
報
告
書
に
は
、
実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
の
修
了
証
書
の
番
号
、
氏
名
、
生
年
月
日
及
び
本
籍
地
都
道
府
県
名
を

記
載
し
た
修
了
者
一
覧
表
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
研
修
事
務
の
休
廃
止
の
許
可
の
申
請
） 

第
六
十
二
条 

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
研
修
事
務
の
範
囲 

二 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

三 

休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間 

四 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由 

（
登
録
実
践
研
修
機
関
の
研
修
事
務
等
の
文
部
科
学
大
臣
へ
の
引
継
ぎ
） 

第
六
十
三
条 

登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
当
該
登
録
実
践
研
修
機
関
が
行
っ
て
い
た
研
修
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
法
第
五
十
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九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
文
部
科
学
大
臣
が
自
ら
行
う
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
研
修
事
務
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。 

二 

研
修
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
ぐ
こ
と
。 

三 

そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

２ 

前
項
の
場
合
を
除
く
ほ
か
、
登
録
実
践
研
修
機
関
は
、
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
研
修
事
務
の
全
部
を
廃

止
し
た
と
き
、
又
は
法
第
五
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
研
修
事
務

に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
文
部
科
学
大
臣
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
文
部
科
学
大
臣
の
研
修
事
務
等
の
登
録
実
践
研
修
機
関
へ
の
引
継
ぎ
） 

第
六
十
四
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
自
ら
行
っ
て
い
た
研
修
事
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
場
合
又
は

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
研
修
事
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
を
引
き
継
い
だ
場
合
に
お
い
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
研
修
事
務
の
実
施
の
た
め
に
必
要
な
帳
簿
及
び
書
類
を
登
録
実
践
研
修
機
関
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。 

（
実
践
研
修
の
手
数
料
の
細
目
） 

第
六
十
五
条 

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
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五
条
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
手
数
料
の
額
を
算
出
す
る
基
礎
と
な
る
人
件

費
、
事
務
費
そ
の
他
の
経
費
、
旅
費
（
鉄
道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
及
び
車
賃
を
い
う
。
）
、
日
当
及
び
宿
泊
料
の
額
並
び
に

認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
手
数
料
の
額
の
算
出
方
法
と
す
る
。 

 
 
 
 

第
六
節 
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関 

（
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
の
登
録
の
申
請
） 

第
六
十
六
条 

法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
書
類
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

登
録
（
法
第
二
十
三
条
第
一
号
の
登
録
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
法
人

（
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
除
く
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
（
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
独
立
行

政
法
人
等
で
あ
る
場
合
に
は
、
イ
に
掲
げ
る
書
類
を
除
く
。
） 

イ 

定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書 

ロ 

役
員
の
氏
名
及
び
経
歴
を
記
載
し
た
書
類 

二 

登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
個
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
住
民
票
の
写
し
及
び
履
歴
書 

三 

養
成
課
程
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
書
類 
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イ 

養
成
課
程
に
お
い
て
実
施
す
る
科
目
、
各
科
目
の
内
容
及
び
時
間
数 

ロ 

養
成
課
程
の
科
目
の
授
業
を
行
う
者
の
氏
名
、
職
名
、
経
歴
及
び
担
当
科
目 

ハ 
そ
の
他
文
部
科
学
大
臣
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

２ 

法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

養
成
業
務
（
法
第
六
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
養
成
業
務
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
行
お
う
と

す
る
主
た
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

二 

養
成
業
務
を
開
始
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

（
養
成
課
程
の
科
目
及
び
時
間
数
） 

第
六
十
七
条 

法
第
六
十
二
条
第
二
項
第
一
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
科
目
は
、
次
に
掲
げ
る
科
目
と
す
る
。 

一 

社
会
・
文
化
・
地
域
基
礎
に
関
す
る
科
目 

二 

言
語
と
社
会
基
礎
に
関
す
る
科
目 

三 

言
語
と
心
理
基
礎
に
関
す
る
科
目 

四 

言
語
と
教
育
基
礎
に
関
す
る
科
目 
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五 

言
語
基
礎
に
関
す
る
科
目 

２ 
法
第
六
十
二
条
第
二
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
時
間
数
は
、
同
項
第
一
号
の
科
目
の
合
計
で
三
百
七
十
五
単

位
時
間
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
一
単
位
時
間
は
四
十
五
分
以
上
と
す
る
。 

（
養
成
課
程
の
教
授
者
の
要
件
） 

第
六
十
八
条 

法
第
六
十
二
条
第
二
項
第
三
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。 

一 

前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
科
目
に
関
す
る
科
目
の
研
究
に
よ
り
修
士
又
は
博
士
の
学
位
（
学
校
教
育
法
第
百
四
条
第

三
項
に
規
定
す
る
文
部
科
学
大
臣
の
定
め
る
学
位
及
び
外
国
に
お
い
て
授
与
さ
れ
た
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
学
位
を
含

む
。
）
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
。 

二 

登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
を
受
け
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
。 

 

（
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
登
録
簿
の
記
載
事
項
） 

第
六
十
九
条 

法
第
六
十
二
条
第
四
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

登
録
番
号
及
び
登
録
年
月
日 

二 

登
録
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
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地
） 

三 
養
成
業
務
を
行
う
主
た
る
事
務
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

四 

養
成
業
務
を
開
始
す
る
年
月
日 

２ 

法
第
六
十
二
条
第
五
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
法
人
で
あ
る
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
（
法
第
六
十
三

条
第
一
項
に
規
定
す
る
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
代
表
者
の
氏
名
と
す

る
。 

（
養
成
業
務
規
程
の
届
出
） 

第
七
十
条 

登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
は
、
法
第
六
十
三
条
第
一
項
前
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を

記
載
し
た
届
出
書
に
養
成
業
務
規
程
（
同
項
に
規
定
す
る
養
成
業
務
規
程
を
い
う
。
）
を
添
え
て
、
こ
れ
を
文
部
科
学
大
臣

に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
は
、
法
第
六
十
三
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

を
記
載
し
た
届
出
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

変
更
の
内
容
及
び
理
由 
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二 

変
更
の
年
月
日 

（
養
成
業
務
規
程
の
記
載
事
項
） 

第
七
十
一
条 

法
第
六
十
三
条
第
二
項
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。 

一 

養
成
業
務
を
行
う
時
間
及
び
休
日
に
関
す
る
事
項 

二 

養
成
業
務
の
実
施
体
制
に
関
す
る
事
項 

三 

養
成
業
務
を
行
う
事
務
所
に
関
す
る
事
項 

四 

養
成
課
程
の
日
程
及
び
公
示
方
法
に
関
す
る
事
項 

五 

養
成
課
程
の
受
講
の
申
請
に
関
す
る
事
項 

六 

養
成
課
程
の
修
了
の
要
件
に
関
す
る
事
項 

七 

修
了
証
書
の
交
付
及
び
再
交
付
に
関
す
る
事
項 

八 

料
金
の
収
納
及
び
返
還
の
方
法
に
関
す
る
事
項 

九 

養
成
業
務
に
係
る
経
費
の
維
持
方
法
に
関
す
る
事
項 

十 

養
成
業
務
の
評
価
に
関
す
る
事
項 
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十
一 

養
成
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
の
保
持
に
関
す
る
事
項 

十
二 

法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
財
務
諸
表
等
の
作
成
、
事
務
所
へ
の
備
置

き
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
閲
覧
等
に
関
す
る
事
項
（
同
項
に
規
定
す
る
費
用
を
含
む
。
） 

十
三 

養
成
業
務
に
関
す
る
帳
簿
及
び
書
類
の
保
存
に
関
す
る
事
項 

十
四 

不
正
な
受
講
者
の
処
分
に
関
す
る
事
項 

十
五 

そ
の
他
養
成
業
務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項 

（
修
了
証
書
の
交
付
） 

第
七
十
二
条 

登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
は
、
養
成
課
程
を
修
了
し
た
者
に
対
し
、
様
式
第
二
に
よ
り
作
成
し
た
修
了
証
書

を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
養
成
業
務
の
休
廃
止
の
届
出
） 

第
七
十
三
条 

登
録
日
本
語
教
員
養
成
機
関
は
、
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
養
成
業
務
の
範
囲 
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二 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
年
月
日 

三 
休
止
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
期
間 

四 

休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
理
由 

 

（
準
用
） 

第
七
十
四
条 

第
五
十
三
条
、
第
五
十
四
条
及
び
第
五
十
七
条
か
ら
第
六
十
一
条
ま
で
の
規
定
は
、
登
録
日
本
語
教
員
養
成
機

関
が
養
成
業
務
を
実
施
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
五
十
三
条
中
「
法
第
四
十
七
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
七
条
第
一
項
」
と
、
第
五
十
四
条
中
「
法
第
四
十
八

条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
四
十
八
条
」
と
、
第
五
十
八
条
中
「
法
第
五
十
二
条
第
一

項
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
一
項
」
と
、
第
五
十
九
条
第
一
項
中
「
法
第
五

十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
三
号
」
と
、
第
五

十
九
条
第
二
項
中
「
法
第
五
十
二
条
第
二
項
第
四
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
二
条

第
二
項
第
四
号
」
と
、
第
六
十
条
中
「
法
第
五
十
三
条
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
五
十
三

条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 
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第
七
節 

雑
則 

 
（
審
議
会
等
の
意
見
の
聴
取
） 

第
七
十
五
条 

文
部
科
学
大
臣
は
、
法
第
四
十
九
条
第
一
項
の
認
可
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
、
法
第
五
十
五
条
若

し
く
は
第
五
十
六
条
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
法
第
六
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は

法
第
六
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
法
第
十
五
条
第
一
項
の
審
議
会
等
で
政
令
で

定
め
る
も
の
の
意
見
を
聴
く
も
の
と
す
る
。 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
教
員
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
条 

法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
条
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
又
は
実
務
経
験

は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
と
す
る
。 

一 

第
六
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
科
目
に
つ
い
て
の
四
百
二
十
単
位
時
間
以
上
（
一
単
位
時
間
は
四
十
五
分
以
上
と
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す
る
。
次
条
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
講
座
を
修
了
し
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す

る
こ
と
。 

二 

大
学
（
外
国
の
大
学
を
含
む
。
第
四
号
及
び
附
則
第
五
条
を
除
き
、
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
第
六
十
七
条
第
一
項
各

号
に
掲
げ
る
科
目
の
単
位
を
合
わ
せ
て
二
十
六
単
位
以
上
修
得
し
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
こ

と
。 

三 

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
支
援

協
会
が
実
施
す
る
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
。 

四 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る

省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の

下
欄
第
六
号
に
規
定
す
る
法
務
大
臣
が
文
部
科
学
大
臣
の
意
見
を
聴
い
て
告
示
を
も
っ
て
定
め
る
日
本
語
教
育
機
関
、
大

学
又
は
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
日
本
語
教
育
機
関
（
次
条
及
び
附
則
第
四
条
に
お
い
て
「
告
示
機
関
等
」
と
い

う
。
）
に
お
い
て
一
年
以
上
日
本
語
教
育
課
程
を
担
当
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

（
試
験
に
関
す
る
経
過
措
置
） 
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第
三
条 

令
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ

り
、
基
礎
試
験
を
免
除
す
る
。 

一 

第
六
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
科
目
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
た
も
の
と
認
め
る
も

の
に
つ
い
て
の
三
百
七
十
五
単
位
時
間
以
上
の
講
座
を
修
了
し
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者 

二 

大
学
に
お
い
て
、
第
六
十
七
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
科
目
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
た

も
の
と
認
め
る
も
の
の
単
位
を
合
わ
せ
て
二
十
五
単
位
以
上
修
得
し
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る

者 

２ 

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
基

礎
試
験
を
免
除
す
る
。 

一 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者 

イ 

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
。 

⑴ 

第
六
十
七
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
科
目
に
つ
い
て
の
三
百
七
十
五
単
位
時
間
以
上
の
講
座
を
修
了
し
、
か

つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
こ
と
。 
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⑵ 

大
学
に
お
い
て
第
六
十
七
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る
科
目
の
単
位
を
合
わ
せ
て
二
十
五
単
位
以
上
修
得
し
、
か

つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
こ
と
。 

ロ 
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
、
告
示
機
関
等
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
一
年
以
上
日
本
語

教
育
課
程
を
担
当
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

ハ 

文
部
科
学
大
臣
が
日
本
語
教
育
を
行
う
た
め
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
に
つ
い
て
行
う
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
た
講

習
（
次
号
ハ
に
お
い
て
「
講
習
」
と
い
う
。
）
を
修
了
し
た
こ
と
。 

二 

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者 

イ 

昭
和
六
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
国
際
教
育
支

援
協
会
が
実
施
す
る
日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験
に
合
格
し
た
こ
と
。 

ロ 

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
、
告
示
機
関
等
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
で
一
年
以
上
日
本
語
教
育
課

程
を
担
当
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

ハ 

講
習
を
修
了
し
た
こ
と
。 

３ 

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
前
項
第
二
号
に
該
当
す
る
者
に
対
し
て
は
、
そ
の
申
請
に
よ
り
、
応
用
試
験
を
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免
除
す
る
。 

（
実
践
研
修
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
条 
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
以
後
に
お
い
て
告
示
機
関
等
又
は
認
定
日
本
語

教
育
機
関
に
お
い
て
一
年
以
上
日
本
語
教
育
課
程
を
担
当
し
た
経
験
を
有
す
る
者
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用

に
つ
い
て
は
、
実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。 

２ 

令
和
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
実
践
研
修
を
修
了
し
た
者
と
み
な
す
。 

一 

第
二
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
た
も
の
と
認
め
る
も
の
に
つ

い
て
の
四
十
五
単
位
時
間
以
上
の
講
座
を
修
了
し
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者 

二 

大
学
に
お
い
て
、
第
二
十
八
条
各
号
に
掲
げ
る
科
目
で
あ
っ
て
、
文
部
科
学
大
臣
が
最
新
の
知
見
を
踏
ま
え
た
も
の
と

認
め
る
も
の
の
単
位
を
一
単
位
以
上
修
得
し
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
者 

３ 

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定

に
関
わ
ら
ず
、
同
号
の
実
践
研
修
の
修
了
証
書
の
写
し
に
代
え
て
、
告
示
機
関
等
又
は
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
の
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証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
第
二
項
の
場
合
に
お
い
て
、
法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
第
十
四
条
第
二
項
第
三
号
の
規
定

に
関
わ
ら
ず
、
同
号
の
実
践
研
修
の
修
了
証
書
の
写
し
に
代
え
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各

号
に
掲
げ
る
書
類
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

第
二
項
第
一
号
の
講
座
を
修
了
し
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
場
合 

同
号
の
講
座
を
実
施
し

た
者
の
証
明
書
及
び
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

二 

大
学
に
お
い
て
第
二
項
第
二
号
の
単
位
を
修
得
し
、
か
つ
、
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
場
合 

当
該
大

学
の
証
明
書
及
び
学
士
、
修
士
又
は
博
士
の
学
位
を
有
す
る
こ
と
を
証
す
る
書
類 

（
試
験
委
員
等
の
要
件
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
五
条 

令
和
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
三
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
号
中
「
認
定
日
本

語
教
育
機
関
」
と
あ
る
の
は
、
「
認
定
日
本
語
教
育
機
関
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準

を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動

の
項
の
下
欄
第
六
号
に
規
定
す
る
法
務
大
臣
が
文
部
科
学
大
臣
の
意
見
を
聴
い
て
告
示
を
も
っ
て
定
め
る
日
本
語
教
育
機
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関
、
大
学
又
は
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
日
本
語
教
育
機
関
」
と
す
る
。 

２ 
令
和
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
五
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
号
及
び
第
三
号
中
「
又

は
法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
、
日
本
語
教
育
を
行
う
教
員
、
法
第
十
七

条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
又
は
日
本
語
教
育
を
行
う
教
員
と
な
る
こ
と
を
希
望
す
る
者
」
と
、
同
号

中
「
登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
を
受
け
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
を
受
け
、
又
は
法
附
則
第
二
条
の
規
定

に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
条
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
若
し
く
は
実
務
経
験
を
有
し
」
と
す
る
。 

３ 

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
五
十
一
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
四
号
中
「
登
録
日
本
語
教

員
の
登
録
を
受
け
」
と
あ
る
の
は
「
登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
を
受
け
、
又
は
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て

適
用
す
る
法
第
七
条
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
若
し
く
は
実
務
経
験
を
有
し
」
と
、
「
認
定
日
本
語
教
育
機
関
」
と

あ
る
の
は
「
認
定
日
本
語
教
育
機
関
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
本
則

の
表
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
に
規
定
す
る
法
務
大
臣
が
文
部
科
学

大
臣
の
意
見
を
聴
い
て
告
示
を
も
っ
て
定
め
る
日
本
語
教
育
機
関
、
大
学
又
は
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
日
本
語
教

育
機
関
」
と
す
る
。 
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４ 

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
第
六
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
二
号
中
「
登
録
日
本
語
教

員
の
登
録
を
受
け
」
と
あ
る
の
は
、
「
登
録
日
本
語
教
員
の
登
録
を
受
け
、
又
は
法
附
則
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

て
適
用
す
る
法
第
七
条
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
若
し
く
は
実
務
経
験
を
有
し
」
と
す
る
。 



様式第一（第三十二条関係） 

実 践 研 修 修 了 証 書 

 

第   号 

 

 

（氏名） 

 

年  月  日生 

 

本籍地又は国籍等 （都道府県名又は国籍等） 

 

住      所 

 

上記の者は日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の

認定等に関する法律（（和五年年法律第十十一号）に規定する実践研修を修了した

ことを証明する。 

 

実践研修の修了年月日   年  月  日 

 

年  月  日 

（登録実践研修機関の登録番号） 

（実践研修の実施者の氏名（法人にあっては、名称及びその代表者の氏名）） 

 

備考 

一 （ （（都道府県名又は国籍等）」には、修了者の本籍地都道府県名を記入する。

修了者が日本の国籍を有しない場合は、国籍等を記入する。 

二 （ （登録実践研修機関の登録番号）」には、実践研修を実施した登録実践研修

機関の登録番号を記入する。ただし、文部科学大臣が実践研修を実施した場合

にあっては、記入しない。 

三 （ （実践研修の実施者の氏名（法人にあっては、名称及びその代表者の氏名））」

には、実践研修を実施した登録実践研修機関の氏名（法人にあっては、名称及

びその代表者の氏名。次号において同じ。）を記入する。ただし、文部科学大

臣が実践研修を実施した場合にあっては、職名及び氏名を記入する。 

十 修了証書を再発行する場合であって、実践研修の実施者と修了証書の発行

者が異なるときは、その旨及び再発行する登録実践研修機関の氏名及び登録

番号（文部科学大臣が再発行する場合にあっては、職名及び氏名）を付記する。 



様式第二（第七十二条関係） 

養 成 課 程 修 了 証 書 

 

第   号 

 

 

 

（氏名） 

 

年  月  日生 

 

本籍地又は国籍等 （都道府県名又は国籍等） 

 

住      所 

 

上記の者は日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の

認定等に関する法律（（和五年年法律第十十一号）に規定する養成課程を修了した

ことを証明する。 

 

養成課程の修了年月日   年  月  日 

 

 

年  月  日 

（登録日本語教員養成機関の登録番号） 

（登録日本語教員養成機関の氏名（法人にあっては、名称及びその代表者の氏名））  

 

備考 

一 （ 都道府県名又は国籍等」には、修了者の本籍地都道府県名を記入する。修

了者が日本の国籍を有しない場合は、国籍等を記入する。 

二 （ （登録日本語教員養成機関の登録番号）」には、養成課程を実施した登録日

本語教員養成機関の登録番号を記入する。 

三 （ （登録日本語教員養成機関の氏名（法人にあっては、名称及びその代表者

の氏名））」には、養成課程を実施した登録日本語教員養成機関の氏名（法人に

あっては、名称及びその代表者の氏名）を記入する。 
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○
文
部
科
学
省
令
第
四
十
号 

 
 

日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四

十
一
号
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
認
定
基
準
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。 

 
   

令
和
五
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

 

文
部
科
学
大
臣 

盛
山 

正
仁 

 
 
 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
認
定
基
準 

目
次 

 

第
一
章 

総
則
（
第
一
条―

第
三
条
） 

 

第
二
章 

教
員
及
び
職
員
の
体
制
（
第
四
条―
第
十
条
） 

 

第
三
章 

施
設
及
び
設
備
（
第
十
一
条―

第
十
五
条
） 

 

第
四
章 

日
本
語
教
育
課
程
（
第
十
六
条―

第
二
十
八
条
） 

 

第
五
章 

学
習
上
及
び
生
活
上
の
支
援
体
制
（
第
二
十
九
条―

第
三
十
六
条
） 

 

附
則 

itor
テキストボックス
別添４
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第
一
章 

総
則 

 
（
趣
旨
） 

第
一
条 
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
三
項
第
二
号
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
基
準
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
認
定
基
準
」
と
い

う
。
）
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。 

２ 

認
定
基
準
は
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
（
法
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
の
認
定
を
受
け
る
の
に
必
要
な
最
低
の
基
準
と
す
る
。 

３ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
こ
の
省
令
で
定
め
る
認
定
基
準
よ
り
低
下
し
た
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
と

よ
り
、
法
第
八
条
第
一
項
の
点
検
及
び
評
価
の
結
果
を
踏
ま
え
、
日
本
語
教
育
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。 

 

（
定
義
） 

第
二
条 

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
留
学
の
た
め
の
課
程
」
と
は
、
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
目
的
と
す
る
日
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本
語
教
育
課
程
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
課
程
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
い
う
。 

２ 
こ
の
省
令
に
お
い
て
「
就
労
の
た
め
の
課
程
」
と
は
、
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
目
的
と
す
る
日
本
語

教
育
課
程
を
い
う
。 

３ 

こ
の
省
令
に
お
い
て
「
生
活
の
た
め
の
課
程
」
と
は
、
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
も
の
を
目
的
と
す
る
日
本
語

教
育
課
程
を
い
う
。 

（
基
本
組
織
） 

第
三
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
日
本
語
教
育
課
程
の
実
施
以
外
の
業
務
を
行
う
場
合
に
は
、
日
本
語
教
育
を
実
施
す
る

た
め
の
基
本
と
な
る
組
織
（
次
項
に
お
い
て
「
基
本
組
織
」
と
い
う
。
）
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

基
本
組
織
に
は
、
教
育
上
必
要
な
教
員
組
織
そ
の
他
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

第
二
章 

教
員
及
び
職
員
の
体
制 

 

（
校
長
） 

第
四
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
業
務
を
つ
か
さ
ど
り
、
所
属
す
る
教
員
及
び
職
員
を

監
督
す
る
者
と
し
て
、
校
長
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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２ 

校
長
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。 

一 
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
運
営
に
必
要
な
識
見
を
有
し
、
か
つ
、
教
育
に
関
す
る
業
務
に
原
則
と
し
て
五
年
以
上
従
事

し
た
者
で
あ
る
こ
と
。 

二 

法
第
十
七
条
第
二
項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。 

三 

校
長
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
。 

３ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
校
長
が
他
の
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
校
長
を
兼
ね
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
認
定
日
本
語

教
育
機
関
に
、
校
長
を
助
け
、
命
を
受
け
て
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
業
務
を
つ
か
さ
ど
る
者
と
し
て
、
副
校
長
（
前

項
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
に
限
る
。
）
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
校
長
が
隣
地
に
立
地
す
る
認
定

日
本
語
教
育
機
関
の
校
長
を
兼
ね
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
主
任
教
員
） 

第
五
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
は
、
日
本
語
教
育
課
程
を
担
当
す
る
教
員
（
以
下
「
教
員
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
か
ら
、

教
育
課
程
の
編
成
及
び
他
の
教
員
の
指
導
に
当
た
る
者
と
し
て
、
主
任
教
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

主
任
教
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。 
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一 

教
育
課
程
の
編
成
及
び
他
の
教
員
の
指
導
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
及
び
技
能
を
有
す
る
こ
と
。 

二 
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
本
務
等
教
員
（
日
本
語
教
育
課
程
の
編
成
そ
の
他
の
日
本
語
教
育
課
程
に
係
る
業
務
に

つ
い
て
責
任
を
担
う
教
員
で
あ
っ
て
、
専
ら
当
該
日
本
語
教
育
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
教
育
に
従
事
す
る

も
の
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
業
務
を
担
当
し
、
か
つ
、
本
務
と
し
て
当
該
日
本
語
教
育
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機

関
の
教
育
に
従
事
す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
る
こ
と
。 

三 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
、
本
務
等
教
員
と
し
て
日
本
語
教
育
に
三
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

四 

当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
就
労
の
た
め
の
課
程
又
は
生
活
の
た
め
の
課
程
を
置
く
場
合
に
は
、
外
国
人
を
雇
用
す

る
事
業
主
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
体
制
の
整
備
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

五 

主
任
教
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
。 

（
教
員
数
） 

第
六
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
教
員
の
数
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
置
か
れ
る
第
十
六
条
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
の
別
ご
と
に
合
計
し
た
収
容
定
員
数
（
就
労
の
た
め
の
課
程
又
は
生
活
の
た
め
の
課
程

に
あ
っ
て
は
、
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
の
数
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
二
十
人
に
つ
き
一
人
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。
た
だ
し
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
教
員
の
数
は
、
三
人
を
下
回
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

２ 
前
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
員
の
数
の
う
ち
、
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的

の
別
ご
と
に
合
計
し
た
収
容
定
員
数
四
十
人
に
つ
き
一
人
以
上
は
、
本
務
等
教
員
（
専
ら
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お

け
る
教
育
に
従
事
す
る
校
長
又
は
副
校
長
が
教
員
を
兼
ね
る
場
合
に
は
、
当
該
校
長
又
は
副
校
長
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。
）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
（
大
学
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
又
は
専
門
学
校
（
専
修
学
校
（
同
法
第
百
二
十

四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
い
う
。
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
専
門
課
程
（
同
法
第
百

二
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
専
門
課
程
を
い
う
。
第
十
六
条
第
一
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
置
く
も
の
を
い
う
。

第
二
十
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
あ
っ
て
、
教
員
以
外
の
者
が
日
本
語
教
育
課
程
に
係
る
業
務

に
つ
い
て
責
任
を
担
う
も
の
を
除
く
。
）
に
お
け
る
教
員
の
数
の
う
ち
、
本
務
等
教
員
の
数
は
、
二
人
を
下
回
る
こ
と
は
で

き
な
い
。 

 

（
担
当
授
業
時
数
） 

第
七
条 

各
教
員
の
一
週
間
当
た
り
の
担
当
授
業
時
数
は
、
そ
の
指
導
の
経
験
及
び
各
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
け
る
職
務
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の
内
容
に
応
じ
て
適
切
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
一
週
間
当
た
り
の
担
当
授
業
時
数
は
、

二
十
五
単
位
時
間
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。 

 

（
事
務
を
統
括
す
る
職
員
） 

第
八
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
は
、
職
員
の
う
ち
か
ら
、
事
務
を
統
括
す
る
職
員
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

事
務
を
統
括
す
る
職
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
者
と
す
る
。 

一 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
関
す
る
事
務
を
統
括
す
る
の
に
必
要
な
知
識
、
技
能
及
び
経
験
を
有
す
る
こ
と
。 

二 

事
務
を
統
括
す
る
職
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
社
会
的
信
望
を
有
す
る
こ
と
。 

 

（
情
報
の
公
表
及
び
評
価
等
に
関
す
る
体
制
） 

第
九
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
公
表
並
び
に
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
点
検
、
評
価
及
び
結
果
の
公
表
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
組
織
的
な
研
修
に
関
す
る
体
制
） 

第
十
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
授
業
の
内
容
及
び
方
法
の
改
善
を
図
る
た
め
の
組
織
的

か
つ
計
画
的
な
研
修
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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第
三
章 

施
設
及
び
設
備 

 
（
位
置
及
び
環
境
） 

第
十
一
条 
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
校
地
及
び
校
舎
の
位
置
及
び
環
境
は
、
教
育
上
及
び
保
健
衛
生
上
適
切
な
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
校
地
） 

第
十
二
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
校
舎
そ
の
他
必
要
な
施
設
を
保
有
す
る
に
必
要
な
面
積
の
校
地
を
備
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

２ 

校
地
は
、
設
置
者
の
自
己
所
有
で
あ
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
で
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
と
同

等
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
校
舎
） 

第
十
三
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
校
舎
に
は
、
そ
の
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
、
組
織
及
び
生
徒
の
数
に
応

じ
、
教
室
、
教
員
室
、
事
務
室
、
図
書
室
、
保
健
室
そ
の
他
必
要
な
施
設
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
留
学
の

た
め
の
課
程
を
置
か
な
い
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
校
舎
に
あ
っ
て
は
、
近
隣
の
図
書
館
、
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
又
は
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病
院
そ
の
他
の
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
図
書
の
利
用
又
は
そ
の
健
康
の
保
持
増
進
に
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
図
書
室
又
は
保
健
室
を
備
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

校
舎
の
面
積
は
、
百
十
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
校
舎
で
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
一
人
当
た
り

二
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

校
舎
を
複
数
の
場
所
に
設
け
る
場
合
に
は
、
当
該
校
舎
を
設
置
す
る
場
所
は
三
箇
所
以
内
と
し
、
か
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校

舎
間
の
距
離
が
お
お
む
ね
八
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
位
置
に
配
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

校
舎
は
、
設
置
者
の
自
己
所
有
で
あ
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
で
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
と
同

等
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

 

（
教
室
） 

第
十
四
条 

前
条
第
一
項
の
教
室
は
、
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
、
組
織
及
び
生
徒
の
数
に
応
じ
、
必
要
な
数
及
び
環
境
を
備

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

教
室
に
は
、
机
、
椅
子
、
黒
板
そ
の
他
の
授
業
に
最
低
限
必
要
な
設
備
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

教
室
の
面
積
は
、
当
該
教
室
で
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
一
人
当
た
り
一
・
五
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
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い
。 

 
（
設
備
） 

第
十
五
条 
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
生
徒
の
数
に
応
じ
、
必
要
な
種
類
及
び
数
の
視
聴
覚
教
育
機
器
、
図
書
そ
の
他
の
設

備
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
か
な
い
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、
近
隣

の
図
書
館
、
学
校
そ
の
他
の
教
育
機
関
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
の
図
書
の
利
用
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ

る
と
き
は
、
図
書
を
備
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

第
四
章 

日
本
語
教
育
課
程 

 

（
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
及
び
目
標
） 

第
十
六
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
そ
の
設
置
す
る
各
日
本
語
教
育
課
程
に
つ
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
い
ず

れ
か
を
目
的
と
し
、
当
該
目
的
に
照
ら
し
て
適
切
な
目
標
を
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

主
と
し
て
我
が
国
の
大
学
、
高
等
専
門
学
校
（
学
校
教
育
法
第
一
条
に
規
定
す
る
高
等
専
門
学
校
を
い
う
。
）
又
は
専

修
学
校
の
専
門
課
程
（
第
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
「
大
学
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
、
我
が
国

に
お
い
て
就
職
す
る
こ
と
そ
の
他
の
目
的
の
た
め
に
我
が
国
に
お
い
て
日
本
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
我
が
国
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に
入
国
し
た
者
に
対
し
、
当
該
目
的
に
必
要
な
水
準
の
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
能
力
（
以
下
「
日
本
語
能
力
」
と

い
う
。
）
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育
を
行
う
こ
と
。 

二 

主
と
し
て
我
が
国
に
お
い
て
就
労
す
る
者
に
対
し
、
就
労
に
必
要
な
水
準
の
日
本
語
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育

（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
。 

三 

我
が
国
に
居
住
す
る
者
に
対
し
、
日
常
生
活
に
必
要
な
水
準
の
日
本
語
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育
（
前
二
号
に

掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
を
行
う
こ
と
。 

２ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
一
以
上
の
高
度
に
自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
以
上
の
能

力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
日
本
語
教
育
課
程
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
留
学
の
た
め
の
課
程
を

置
か
な
い
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
あ
っ
て
は
、
一
以
上
の
自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準

の
能
力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
日
本
語
教
育
課
程
を
置
く
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。 

 

（
修
業
期
間
） 

第
十
七
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
の
修
業
期
間
は
、
一
年
以
上
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定

め
る
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
六
月
以
上
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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２ 

就
労
の
た
め
の
課
程
及
び
生
活
の
た
め
の
課
程
の
修
業
期
間
は
、
当
該
日
本
語
教
育
課
程
の
目
標
を
勘
案
し
て
適
切
に
定

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
修
業
期
間
の
始
期
及
び
終
期
） 

第
十
八
条 

日
本
語
教
育
課
程
の
修
業
期
間
の
始
期
及
び
終
期
は
、
校
長
が
定
め
る
。 

２ 

留
学
の
た
め
の
課
程
に
係
る
前
項
の
修
業
期
間
の
始
期
は
、
年
四
回
以
内
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

留
学
の
た
め
の
課
程
で
あ
っ
て
、
大
学
等
に
お
い
て
教
育
を
受
け
る
こ
と
又
は
我
が
国
に
お
い
て
就
職
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
我
が
国
に
お
い
て
日
本
語
教
育
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
し
て
我
が
国
に
入
国
し
た
者
に
対
し
、
当
該
目
的
に
必
要
な

水
準
の
日
本
語
能
力
を
習
得
さ
せ
る
た
め
の
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
係
る
第
一
項
の
修
業
期
間
の
終
期

は
、
大
学
等
の
入
学
の
時
期
又
は
就
職
の
時
期
を
勘
案
し
て
適
切
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
一
年
間
の
授
業
期
間
） 

第
十
九
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
に
あ
っ
て
は
、
一
年
間
の
授
業
を
行
う
期
間
は
、
三
十
五
週
に
わ
た
る
こ
と
を
原
則
と
す

る
。 

 

（
授
業
時
数
等
） 
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第
二
十
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
の
授
業
時
数
は
、
一
年
間
に
わ
た
り
七
百
六
十
単
位
時
間
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
第
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
修
業
期
間
を
一
年
未
満
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
修
業
期
間
に
応
じ

て
授
業
時
数
を
減
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

生
徒
に
日
本
語
教
育
課
程
の
授
業
科
目
以
外
の
授
業
科
目
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
を
履
修
さ
せ
る

場
合
は
、
当
該
授
業
科
目
の
授
業
時
数
を
前
項
本
文
に
規
定
す
る
授
業
時
数
に
百
六
十
単
位
時
間
ま
で
算
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
。 

一 

当
該
生
徒
が
在
籍
す
る
大
学
又
は
専
門
学
校
の
設
置
者
が
、
当
該
大
学
又
は
専
門
学
校
に
つ
い
て
法
第
二
条
第
一
項
の

認
定
を
受
け
、
か
つ
、
当
該
大
学
又
は
専
門
学
校
が
開
設
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

二 

大
学
又
は
専
門
学
校
に
お
け
る
学
修
に
必
要
な
日
本
語
能
力
の
向
上
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

三 

当
該
生
徒
が
履
修
す
る
日
本
語
教
育
課
程
と
の
整
合
性
及
び
連
続
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。 

四 

法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
が
補
助
者
と
し
て
生
徒
の
学
習
上
の
支
援
を
行
う
こ
と
。 

３ 

留
学
の
た
め
の
課
程
に
お
け
る
一
週
間
当
た
り
の
授
業
時
数
は
、
二
十
単
位
時
間
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

留
学
の
た
め
の
課
程
に
お
け
る
授
業
は
、
午
前
八
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
の
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
。 
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５ 

就
労
の
た
め
の
課
程
及
び
生
活
の
た
め
の
課
程
の
授
業
時
数
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
当
該
日
本
語
教
育
課
程
が
目
標
と

す
る
日
本
語
能
力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
授
業
時
数
以
上
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

他
の
者
の
部
分
的
な
支
援
に
よ
り
基
礎
的
な
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
能
力 

百
時
間 

二 

基
礎
的
な
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
能
力 

二
百
時
間 

三 

自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
以
上
の
能
力 

三
百
五
十
時
間 

（
単
位
時
間
） 

第
二
十
一
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
に
お
け
る
一
単
位
時
間
は
、
四
十
五
分
以
上
と
す
る
。 

 

（
授
業
科
目
） 

第
二
十
二
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
そ
の
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
及
び
目
標
に
応
じ
、
か
つ
、
生
徒
の
日

本
語
能
力
に
応
じ
て
適
切
な
授
業
科
目
を
体
系
的
に
開
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

前
項
の
授
業
科
目
は
、
当
該
授
業
科
目
を
担
当
す
る
能
力
を
有
す
る
教
員
に
よ
り
、
適
切
な
教
材
を
用
い
て
教
授
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
そ
の
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
に
お
い
て
、
生
徒
に
対
し
、
次
に
掲
げ
る
す
べ
て
の
活
動
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を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 
日
本
語
を
聞
く
活
動 

二 

日
本
語
を
読
む
活
動 

三 

日
本
語
を
用
い
て
他
者
と
口
頭
で
や
り
取
り
す
る
活
動 

四 

日
本
語
を
用
い
て
他
者
に
口
頭
で
発
表
す
る
活
動 

五 

日
本
語
を
用
い
て
書
く
活
動 

４ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
そ
の
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
に
お
け
る
学
習
（
授
業
時
間
外
に
必
要
な
学
習
を
含

む
。
）
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、
生
徒
に
対
し
、
専
門
教
育
、
職
業
教
育
そ
の
他
の
日
本
語
教
育
以
外
の
事
項
に
関
す
る

授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
特
別
の
日
本
語
教
育
課
程
） 

第
二
十
三
条 

就
労
の
た
め
の
課
程
又
は
生
活
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機

関
が
置
く
就
労
の
た
め
の
課
程
又
は
生
活
の
た
め
の
課
程
に
在
籍
す
る
生
徒
の
う
ち
、
当
該
生
徒
の
目
的
及
び
日
本
語
能
力

に
応
じ
た
特
別
の
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
も
の
を
教
育
す
る
場
合
に
は
、
第
二
十
条
第
五
項
及
び
前
条
第
三
項
の
規
定
に
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か
か
わ
ら
ず
、
特
別
の
日
本
語
教
育
課
程
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 
前
項
の
特
別
の
日
本
語
教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
置
く
就
労
の
た
め
の
課
程
又

は
生
活
の
た
め
の
課
程
の
授
業
科
目
又
は
そ
の
一
部
に
よ
り
体
系
的
に
編
成
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
生
徒
の
数
） 

第
二
十
四
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
施
設
及
び
設
備
そ
の
他
の
条
件
を
勘
案
し
て
、
そ
の
設
置
す
る
各
日
本
語
教
育
課

程
（
前
条
第
一
項
の
特
別
の
日
本
語
教
育
課
程
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
生
徒
の
収
容
定
員

数
を
適
切
に
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
設
置
す
る
第
十
六
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
の
別
ご
と
に
合
計
し
た

収
容
定
員
数
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
合
計
収
容
定
員
数
」
と
い
う
。
）
は
、
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
後
最

初
の
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
の
修
業
期
間
の
始
期
（
第
四
項
に
お
い
て
「
課
程
始
期
」

と
い
う
。
）
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い
間
は
そ
れ
ぞ
れ
百
人
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
、
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
後
に
お
い
て
日
本
語
教
育
課
程
を
新
設
し
、
か
つ
、
当

該
日
本
語
教
育
課
程
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
新
設
課
程
」
と
い
う
。
）
の
目
的
と
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
新
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設
課
程
の
新
設
の
際
現
に
設
置
し
て
い
る
新
設
課
程
以
外
の
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
と
が
異
な
る
場
合
は
、
新
設
課
程
に

係
る
合
計
収
容
定
員
数
に
つ
い
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
新
設
課
程
の
新
設
に
係
る
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
変
更
の
届
出
後
最
初
の
新
設
課
程
の
修
業
期
間
の
始
期
（
次
項
に
お
い
て
「
変
更
の
届
出
後
最
初
の
課
程
始
期
」
と

い
う
。
）
か
ら
一
年
を
経
過
し
な
い
間
は
そ
れ
ぞ
れ
百
人
以
下
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
課
程
始
期
（
前
項
の
場
合
に
は
、
変
更
の
届
出
後
最
初
の
課
程
始
期
）
か
ら
一
年
を
経
過
す

る
ご
と
に
、
そ
の
経
過
す
る
日
の
合
計
収
容
定
員
数
に
一
・
五
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
数
ま
で
合
計
収
容
定
員
数
を
増
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
在
籍
し
て
い
る
生
徒
の
数
（
休
学
そ
の
他
の
理
由
に
よ
り
学
習
を
中
断
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ

の
状
態
が
長
期
に
わ
た
り
継
続
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者
の
数
を
除
く
。
）
が
合
計
収
容
定
員
数
の
八
割
を
超
え
て
い
る

と
き
で
な
け
れ
ば
、
合
計
収
容
定
員
数
を
増
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。 

５ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
合
計
収
容
定
員
数
を
超
え
て
当
該
目
的
の
日
本
語
教
育
課
程
に
生
徒
を
入
学
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
文
部
科
学
大
臣
が
、
特
別
の
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
教
育
上
支
障
が
な
い
と
認
め
る
場
合
は
、
こ
の
限
り

で
な
い
。 

６ 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
一
の
授
業
科
目
に
つ
い
て
同
時
に
授
業
を
行
う
生
徒
の
数
は
、
二
十
人
以
下
で
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。
た
だ
し
、
生
徒
の
日
本
語
能
力
、
教
室
の
面
積
そ
の
他
の
施
設
及
び
設
備
の
状
況
そ
の
他
教
育
の
質
に
関
す
る
事
項

に
照
ら
し
て
、
教
育
上
支
障
が
な
い
場
合
は
、
次
条
第
一
項
の
講
義
に
よ
り
行
う
授
業
の
生
徒
の
数
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

 

（
授
業
の
方
法
） 

第
二
十
五
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
授
業
は
、
講
義
、
演
習
、
実
習
若
し
く
は
実
技
の
い
ず
れ
か
に
よ
り
、
又
は
こ
れ
ら

の
併
用
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。 

２ 

就
労
の
た
め
の
課
程
又
は
生
活
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
日
本
語
教
育
課
程
に
係
る
前
項
の
授
業
を
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
、
当
該
授
業
を
行
う

教
室
等
以
外
の
場
所
で
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

前
項
の
授
業
の
方
法
に
よ
る
授
業
科
目
の
履
修
は
、
当
該
日
本
語
教
育
課
程
の
修
了
に
必
要
な
総
授
業
時
数
の
四
分
の
三

を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。 

４ 

就
労
の
た
め
の
課
程
又
は
生
活
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
文
部
科
学
大
臣
が
別
に
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
当
該
日
本
語
教
育
課
程
に
係
る
第
一
項
の
授
業
を
、
他
の
者
と
連
携
し
て
、
校
舎
以
外
の
場
所
で
恒
常
的
に
履
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修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
（
入
学
者
の
募
集
） 

第
二
十
六
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
当
該
日
本
語
教
育
課
程
に
係
る
入
学
者
の
募
集
に
当
た
り
、
入
学
を
希
望
す
る
者

に
対
し
、
日
本
語
教
育
機
関
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
）
の
選
択
に
資
す
る
情
報
の
提
供
を
適

切
な
方
法
に
よ
り
確
実
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
入
学
者
の
日
本
語
能
力
等
の
確
認
） 

第
二
十
七
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
当
該
日
本
語
教
育
課
程
の
目
的
及
び
目
標
に
応
じ
、

入
学
を
希
望
す
る
者
の
日
本
語
能
力
及
び
学
習
意
欲
を
試
験
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

 

（
修
了
の
要
件
） 

第
二
十
八
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
七
百
六
十
単
位
時
間
に
修
業
期
間
の
年
数
に
相
当
す
る
数
を
乗
じ
て

得
た
授
業
時
数
以
上
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
試
験
そ
の
他
の
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
定
め
る
適
切
な
方
法
に
よ
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り
、
生
徒
の
学
習
の
成
果
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 
就
労
の
た
め
の
課
程
及
び
生
活
の
た
め
の
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
生
徒
が
目
標
と
す
る
日
本
語
能

力
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
授
業
時
数
以
上
の
授
業
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
の
ほ
か
、
認
定
日
本
語
教
育
機

関
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
試
験
そ
の
他
の
当
該
認
定
日
本
語
教

育
機
関
が
定
め
る
適
切
な
方
法
に
よ
り
、
生
徒
の
学
習
の
成
果
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

他
の
者
の
部
分
的
な
支
援
に
よ
り
基
礎
的
な
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
能
力 

百
時
間 

二 

基
礎
的
な
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
の
能
力 

二
百
時
間
（
入
学
の
際
現
に
前
号
に
掲
げ
る

日
本
語
能
力
を
有
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
百
時
間
） 

三 

自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
以
上
の
能
力 

三
百
五
十
時
間
（
入
学
の
際
現
に
第
一

号
又
は
前
号
に
掲
げ
る
日
本
語
能
力
を
有
す
る
生
徒
に
つ
い
て
は
、
三
百
五
十
時
間
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

授
業
時
数
を
減
じ
た
数
） 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
特
別
の
日
本
語
教
育
課
程
の
修
了
の
要
件
は
、
認
定
日
本
語
教
育

機
関
が
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
試
験
そ
の
他
の
当
該
認
定
日
本
語
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教
育
機
関
が
定
め
る
適
切
な
方
法
に
よ
り
学
習
の
成
果
を
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

第
五
章 

学
習
上
及
び
生
活
上
の
支
援
体
制 

 

（
学
習
上
の
支
援
体
制
） 

第
二
十
九
条 
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
生
徒
の
母
語
そ
の
他
の
当
該
生
徒
が
使
用
す
る
言
語
を
用
い
た
指
導
そ
の
他
の
学

習
の
継
続
が
困
難
で
あ
る
生
徒
の
支
援
の
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
出
席
管
理
体
制
） 

第
三
十
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
の
生
徒
の
出
席
状
況
を

的
確
に
把
握
し
、
及
び
授
業
へ
の
出
席
率
が
低
い
生
徒
に
対
す
る
必
要
な
指
導
を
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
災
害
等
の
場
合
の
転
学
支
援
等
） 

第
三
十
一
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
災
害
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
日
本
語
教
育
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
事
態

に
備
え
、
転
学
の
支
援
の
た
め
の
計
画
の
策
定
そ
の
他
の
当
該
日
本
語
教
育
課
程
の
生
徒
の
学
習
の
継
続
に
必
要
な
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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（
生
活
指
導
担
当
者
等
） 

第
三
十
二
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
は
、
教
員
又
は
職
員
の
中
か
ら
、
生
活
指
導
担
当
者
と

し
て
生
徒
の
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
を
行
う
者
を
置
き
、
か
つ
、
適
切
な
生
活
指
導
、
進
路
指
導
及
び
地
方
公
共
団
体
そ

の
他
の
関
係
機
関
と
の
連
携
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

生
活
指
導
担
当
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
、
生
徒
の
生
活
指
導
及
び
進
路
指
導
を
行
う
の
に
必
要
な
知
識
及
び
経
験

を
有
す
る
者
と
す
る
。 

３ 

就
労
の
た
め
の
課
程
又
は
生
活
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
我
が
国
に
お
け
る
生
活
に
必
要
な
情

報
の
提
供
、
関
係
機
関
と
の
連
携
そ
の
他
の
生
徒
の
生
活
上
の
支
援
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
健
康
診
断
の
体
制
） 

第
三
十
三
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
当
該
日
本
語
教
育
課
程
の
生
徒
の
健
康
の
保
持
増
進

を
図
る
た
め
、
健
康
診
断
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
在
留
を
継
続
す
る
た
め
の
支
援
体
制
） 

第
三
十
四
条 

留
学
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
生
徒
が
我
が
国
に
適
正
に
在
留
し
、
学
習
を
継
続
す
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る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
の
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
（
事
業
主
等
と
の
連
携
体
制
） 

第
三
十
五
条 

就
労
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
外
国
人
を
雇
用
す
る
事
業
主
そ
の
他
の
関
係
者
と
連

携
し
た
日
本
語
教
育
課
程
の
編
成
等
に
係
る
相
当
の
実
績
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ら
の
者
と
の
連
携
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

 

（
地
方
公
共
団
体
等
と
の
連
携
体
制
） 

第
三
十
六
条 

生
活
の
た
め
の
課
程
を
置
く
認
定
日
本
語
教
育
機
関
は
、
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
た
日
本

語
教
育
課
程
の
編
成
等
に
係
る
相
当
の
実
績
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ら
の
者
と
の
連
携
体
制
を
整
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 
 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

第
一
条 

こ
の
省
令
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
主
任
教
員
の
要
件
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
二
条 

令
和
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
五
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
三
号
中
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「
認
定
日
本
語
教
育
機
関
」
と
あ
る
の
は
、
「
認
定
日
本
語
教
育
機
関
、
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第

二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
務
省
令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に

掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
に
規
定
す
る
法
務
大
臣
が
文
部
科
学
大
臣
の
意
見
を
聴
い
て
告
示
を
も
っ
て
定
め
る
日
本

語
教
育
機
関
、
大
学
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
を
い
う
。
）
又
は
文

部
科
学
大
臣
が
別
に
指
定
す
る
日
本
語
教
育
機
関
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
）
」
と
す
る
。 

 

（
授
業
時
数
に
算
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
日
本
語
教
育
課
程
の
授
業
科
目
以
外
の
授
業
科
目
の
要
件
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
三
条 

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
第
四
号
中

「
法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
第
十
七
条
第
一
項
の
登
録
を
受
け
た
者
又
は
法
附
則
第

二
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
法
第
七
条
の
文
部
科
学
省
令
で
定
め
る
資
格
若
し
く
は
実
務
経
験
を
有
す
る

者
」
と
す
る
。 

 

（
収
容
定
員
数
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

第
四
条 

令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者
の
設
置
す
る
認
定
日
本
語
教
育
機

関
が
、
当
該
認
定
の
際
現
に
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
二
年
法
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務
省
令
第
十
六
号
）
本
則
の
表
法
別
表
第
一
の
四
の
表
の
留
学
の
項
の
下
欄
に
掲
げ
る
活
動
の
項
の
下
欄
第
六
号
に
規
定
す

る
法
務
大
臣
が
文
部
科
学
大
臣
の
意
見
を
聴
い
て
告
示
を
も
っ
て
定
め
る
日
本
語
教
育
機
関
、
大
学
又
は
文
部
科
学
大
臣
が

別
に
指
定
す
る
日
本
語
教
育
機
関
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
機
関
を
い
う
。
）
で
あ
る
場
合
に
は
、
第
二
十
四

条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
百
人
以
下
」
と
あ
る
の
は
、
「
当
該
認
定
の
申
請
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る

日
本
語
教
育
課
程
に
つ
い
て
の
合
計
収
容
定
員
数
に
相
当
す
る
数
又
は
百
人
の
う
ち
い
ず
れ
か
大
き
い
数
以
下
」
と
す
る
。 
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○
文
部
科
学
省
告
示
第
百
六
十
三
号 

 
 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
認
定
基
準
（
令
和
五
年
文
部
科
学
省
令
第
四
十
号
）
第
十
二
条
第
二
項
、
第
十
三
条
第
四
項
、
第
十

七
条
第
一
項
並
び
に
第
二
十
五
条
第
二
項
及
び
第
四
項
に
基
づ
き
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
関
し
必
要
な
事
項
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。 

 
   

令
和
五
年
十
二
月
二
十
八
日 

 
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

  
   

   
   

   
   

 

文
部
科
学
大
臣 

盛
山 

正
仁 

 

（
校
地
を
自
己
所
有
と
同
等
と
認
め
る
場
合
） 

第
一
条 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
認
定
基
準
（
以
下
「
認
定
基
準
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
二
項
の
校
地
が
自
己
所
有
で
あ

り
、
か
つ
、
負
担
附
き
で
な
い
も
の
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。 

一 

校
地
が
認
定
日
本
語
教
育
機
関
（
日
本
語
教
育
の
適
正
か
つ
確
実
な
実
施
を
図
る
た
め
の
日
本
語
教
育
機
関
の
認
定
等

に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
四
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
日
本
語
教

育
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
設
置
者
の
自
己
所
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
で
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
当
該
負
担
附
き
で
あ
る
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
負
担
が
当
該
設
置
者
の
資
産
状
況

itor
テキストボックス
別添５
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等
か
ら
み
て
当
該
校
地
を
長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
上
で
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
当
該
校
地
を
使
用
し
て
当
該
認
定
日
本

語
教
育
機
関
を
運
営
す
る
こ
と
に
支
障
が
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

二 

校
地
（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
の
自
己
所
有
に
属
す
る
部
分
を
除
く
。
）
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
所
有

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
法
令
に
よ
り
譲
渡
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他
譲
渡
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ

る
場
合
で
あ
っ
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
（
当
該
校
地
の
上
の
建
物
を
校
舎
と
し
て
使
用
す
る
場
合
で
あ
っ

て
、
校
舎
の
所
有
者
が
校
地
の
所
有
者
と
異
な
る
と
き
は
、
校
舎
の
所
有
者
）
が
、
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た

後
最
初
の
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
課
程
を
い

う
。
以
下
同
じ
。
）
の
修
業
期
間
の
始
期
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
賃
借
権
又
は
地
上
権
及

び
当
該
賃
借
権
又
は
地
上
権
に
係
る
賃
貸
料
そ
の
他
の
対
価
を
支
払
う
能
力
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
校
地
を
使
用

し
て
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
運
営
す
る
こ
と
に
支
障
が
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

三 

校
地
の
面
積
の
半
分
以
上
が
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
の
自
己
所
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
他

の
部
分
の
校
地
に
つ
い
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
（
当
該
校
地
の
上
の
建
物
を
校
舎
と
し
て
使
用
す
る
場
合

で
あ
っ
て
、
後
者
の
所
有
者
が
校
地
の
所
有
者
と
異
な
る
と
き
は
、
校
舎
の
所
有
者
）
が
、
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
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受
け
た
後
最
初
の
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
の
修
業
期
間
の
始
期
以
降
二
十
年
以
上
に

わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ
る
賃
借
権
又
は
地
上
権
及
び
当
該
賃
借
権
又
は
地
上
権
に
係
る
賃
貸
料
そ
の
他
の
対
価
を

支
払
う
能
力
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
校
地
を
使
用
し
て
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
運
営
す
る
こ
と
に
支
障
が

な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

四 

専
修
学
校
（
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
百
二
十
四
条
に
規
定
す
る
専
修
学
校
を
い
う
。
以

下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
各
種
学
校
（
同
法
第
百
三
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
を
い

う
。
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
設
置
者
が
、
当
該
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
に
つ
い
て
法
第
二
条
第

一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
。 

五 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
が
、
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
又
は
教
育
機
関
（
学
校
教
育
法
第

一
条
に
規
定
す
る
学
校
、
専
修
学
校
若
し
く
は
各
種
学
校
又
は
設
備
及
び
編
制
に
関
し
て
こ
れ
ら
に
準
ず
る
機
関
を
い

う
。
次
条
第
五
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
十
年
以
上
継
続
し
て
運
営
す
る
者
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
前
四
号
に
掲
げ
る

場
合
と
同
程
度
に
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
運
営
す
る
こ
と
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

 

（
校
舎
を
自
己
所
有
と
同
等
と
認
め
る
場
合
） 
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第
二
条 

認
定
基
準
第
十
三
条
第
四
項
の
校
舎
が
自
己
所
有
で
あ
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
で
な
い
も
の
と
同
等
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
と
す
る
。 

一 

校
舎
が
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
の
自
己
所
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
負
担
附
き
で
あ
る
場
合
で

あ
っ
て
、
当
該
負
担
附
き
で
あ
る
こ
と
に
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
負
担
が
当
該
設
置
者
の
資
産
状
況

等
か
ら
み
て
当
該
校
舎
を
長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
上
で
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
当
該
校
舎
を
使
用
し
て
当
該
認
定
日
本

語
教
育
機
関
を
運
営
す
る
こ
と
に
支
障
が
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

二 

校
舎
（
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
の
自
己
所
有
に
属
す
る
部
分
を
除
く
。
）
が
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
所
有

に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
法
令
に
よ
り
譲
渡
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
そ
の
他
譲
渡
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
認
め
ら
れ

る
場
合
で
あ
っ
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
が
、
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
後
最
初
の
当
該
認
定
日

本
語
教
育
機
関
が
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
の
修
業
期
間
の
始
期
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る
保
証
の
あ

る
賃
借
権
及
び
当
該
賃
借
権
に
係
る
賃
貸
料
そ
の
他
の
対
価
を
支
払
う
能
力
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
校
舎
を
使
用

し
て
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
運
営
す
る
こ
と
に
支
障
が
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

三 

校
舎
の
床
面
積
の
半
分
以
上
が
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
の
自
己
所
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
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他
の
部
分
の
校
舎
に
つ
い
て
、
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
が
、
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
後
最
初
の
当

該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
設
置
す
る
日
本
語
教
育
課
程
の
修
業
期
間
の
始
期
以
降
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
使
用
で
き
る

保
証
の
あ
る
賃
借
権
及
び
当
該
賃
借
権
に
係
る
賃
貸
料
そ
の
他
の
対
価
を
支
払
う
能
力
を
有
し
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
校

舎
を
使
用
し
て
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
運
営
す
る
こ
と
に
支
障
が
な
い
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と

き
。 

四 

専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
の
設
置
者
が
、
当
該
専
修
学
校
又
は
各
種
学
校
に
つ
い
て
法
第
二
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け

よ
う
と
す
る
と
き
。 

五 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
が
、
法
第
二
条
第
三
項
第
一
号
イ
に
掲
げ
る
も
の
又
は
教
育
機
関
を
十
年
以
上
継
続

し
て
運
営
す
る
者
で
あ
る
場
合
で
あ
っ
て
、
前
四
号
に
掲
げ
る
場
合
と
同
程
度
に
、
当
該
認
定
日
本
語
教
育
機
関
を
運
営

す
る
こ
と
に
支
障
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。 

 

（
留
学
の
た
め
の
課
程
の
修
業
期
間
に
係
る
特
別
の
事
情
） 

第
三
条 

認
定
基
準
第
十
七
条
第
一
項
の
特
別
の
事
情
は
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
日
本
語
教
育
課
程
を
設
置
す
る
場
合

と
す
る
。 



- 6 - 

 

一 

一
以
上
の
高
度
に
自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
以
上
の
能
力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を

目
標
と
し
た
修
業
期
間
一
年
以
上
の
日
本
語
教
育
課
程
を
設
置
す
る
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
設
置
す
る
課
程
で
あ
る
こ

と
。 

二 

高
度
に
自
立
し
て
日
本
語
を
理
解
し
、
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
水
準
以
上
の
能
力
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
す

る
課
程
で
あ
る
こ
と
。 

三 

生
徒
が
我
が
国
に
適
正
に
在
留
し
、
学
習
を
継
続
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
た
め
の
体
制
が
適
切
で
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
設
置
す
る
課
程
で
あ
る
こ
と
。 

 

（
授
業
の
方
法
） 

第
四
条 

認
定
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
履
修
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
授
業
は
、
次

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。 

一 

通
信
衛
星
、
光
フ
ァ
イ
バ
等
を
用
い
る
こ
と
に
よ
り
、
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
高
度
に
利
用
し
て
、
文
字
、
音
声
、
静
止

画
、
動
画
等
の
多
様
な
情
報
を
一
体
的
に
扱
う
も
の 

二 

同
時
か
つ
双
方
向
に
行
わ
れ
る
も
の 
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三 

認
定
日
本
語
教
育
機
関
に
お
い
て
、
対
面
授
業
に
相
当
す
る
教
育
効
果
を
有
す
る
と
認
め
た
も
の 

２ 
認
定
基
準
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
認
定
日
本
語
教
育
機
関
が
校
舎
以
外
の
場
所
で
授
業
を
恒
常
的
に
履
修
さ

せ
る
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

一 

当
該
授
業
を
履
修
さ
せ
る
校
舎
以
外
の
場
所
が
、
認
定
基
準
第
十
四
条
に
規
定
す
る
教
室
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
。 

二 

連
携
す
る
他
の
者
と
の
間
で
、
次
の
事
項
を
定
め
た
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
。 

イ 

日
本
語
教
育
課
程
の
編
成
、
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
公
表
、
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
点

検
及
び
評
価
そ
の
他
の
日
本
語
教
育
（
法
第
一
条
に
規
定
す
る
日
本
語
教
育
を
い
う
。
）
の
実
施
に
関
す
る
連
携
に
関

す
る
事
項 

ロ 

事
故
、
災
害
等
が
発
生
し
た
場
合
の
対
応
に
関
す
る
事
項 

ハ 

使
用
す
る
施
設
及
び
設
備
に
関
す
る
事
項 

ニ 

そ
の
他
認
定
日
本
語
教
育
機
関
の
設
置
者
及
び
連
携
す
る
他
の
者
が
必
要
と
認
め
る
事
項 

三 

授
業
を
認
定
基
準
第
二
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
履
修
さ
せ
る
場
合
に
は
、
当
該
授
業
を
履
修
さ
せ
る
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校
舎
以
外
の
場
所
に
補
助
者
を
配
置
し
、
か
つ
、
視
聴
覚
機
器
そ
の
他
の
設
備
を
備
え
る
こ
と
。 

 
 
 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



日本語教育の適正かつ確実な実施を図るための日本語教育機関の認定等に関する法律の概要

趣 旨

日本語教育の適正かつ確実な実施を図り、もって我が国に居住する外国人が日常生活及び社会生活を国民と共に円滑に営むことができる環境の
整備に寄与するため、①日本語教育機関のうち一定の要件を満たすものを認定する制度、②認定日本語教育機関の教員資格を創設。

令和６年４月１日（認定日本語教育機関の教員の資格等については経過措置を設ける）

概 要

１．日本語教育機関の認定制度の創設

２．認定日本語教育機関の教員の資格の創設

○ 認定日本語教育機関において日本語教育を行うために必要な知識及び技能についての①「日本語教員試験」に合格し、②文部科学大臣の
登録を受けた「登録実践研修機関」が実施する「実践研修」の修了者は、「登録日本語教員」として、文部科学大臣の登録を受けることができる。
【第十七条関係】

○ 日本語教員試験は、「基礎試験」及び「応用試験」とで構成し、文部科学大臣が指定する「指定試験機関」が実施する。【第二十二条・第二十八条関係】

○ 文部科学大臣の登録を受けた「登録日本語教員養成機関」が実施する養成課程の修了者は、申請により「基礎試験」を免除する。【第二十三条関係】

（１）日本語教育機関の認定制度 【第二条関係】
○ 日本語教育機関の設置者は、日本語教育課程を適正かつ確実に実施することができる日本語教育機関である旨の文部科学大臣認定を受けることができる。
（２）認定の効果等 【第二条・第五条関係】
○ 文部科学大臣は、認定日本語教育機関の情報を、多言語でインターネットの利用等により公表する。
○ 認定日本語教育機関の設置者は、生徒の募集のための広告等に文部科学大臣が定める表示を付することができる。

（３）文部科学大臣による段階的な是正措置 【第十一条・第十二条関係】
○ 文部科学大臣は、必要な場合に日本語教育の実施に関し報告を求めることができるほか、勧告及び是正命令を行うことができる。
※認定基準に関する法務大臣への協議【第十五条関係】、文部科学大臣と法務大臣その他の関係行政機関の⾧との協力【第十六条関係】を規定。

施行期日

法務大臣協議

法務大臣その他
関係行政機関の長

協力



認定を受けた日本語教育機関の質の維持向上に関する仕組みの全体像（イメージ）



認定を受けた日本語教育機関の教員の資格制度（イメージ）
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	（施行規則）様式




